
市市
のの
鳥鳥
・・
クク
ママ
ゲゲ
ララ

謹謹謹謹謹謹謹謹謹謹謹謹謹謹謹謹謹謹謹謹謹
賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀
新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新

謹
賀
新
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
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市
民
が
サ
ポ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
取

り
組
む
「
ふ
ま
ね
っ
と
運
動
」
の

普
及
や
、
新
た
に
４
つ
の
事
業
所

が
「
介
護
予
防
教
室
」
を
開
設
す

る
な
ど
、
地
域
に
お
け
る
介
護
予

防
の
機
会
の
拡
充
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
社
会
資
本
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

集
中
豪
雨
対
策
と
し
て
の
市
街
地

排
水
路
整
備
事
業
や
道
路
改
良
舗

装
事
業
、 
橋
  梁
 の
架
け
替
え
や
点

き
ょ
う
 り
ょ
う

検
、
上
水
道
の
配
水
管
更
新
や
児

童
公
園
の
遊
具
設
置
、
北
麻
町
公

営
住
宅
の
建
設
や
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
工
事
へ
の
助
成
な
ど
、
市
民
の

住
環
境
の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　
昨
年
　
月
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
、

１１

「
当
社
単
独
で
は
維
持
す
る
こ
と

が
困
難
な
線
区
」
と
し
て
、
根
室

線
と
富
良
野
線
が
そ
の
対
象
線
区

と
し
て
発
表
し
ま
し
た
が
、
鉄
路

は
、
通
学
・
通
院
の
足
と
し
て
だ

け
で
は
な
く
、
観
光
振
興
や
農
作

物
の
貨
物
輸
送
の
面
か
ら
も
、
本

市
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
イ
ン

フ
ラ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
鉄
路
の

維
持
存
続
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
健
勝
と

ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年

頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
か
ら
の
離
脱
を
表
明
し
、

先
行
き
不
透
明
な
状
況
の
中
、
金

融
市
場
は
次
期
政
権
へ
の
期
待
感

に
支
え
ら
れ
ド
ル
高
・
円
安
と
株

高
の
流
れ
が
加
速
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
本
市
の
基
幹

産
業
で
あ
る
農
業
に
つ
い
て
は
、

５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
低
温
・

多
雨
・
強
風
な
ど
に
よ
り
定
植
作

業
が
遅
れ
、
８
月
の
度
重
な
る
台

風
の
通
過
と
、
そ
の
後
の
晴
れ
間

が
少
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

収
量
不
足
や
収
穫
で
き
な
か
っ
た

作
物
も
あ
り
ま
し
た
が
、
価
格
は

堅
調
に
推
移
し
、
全
体
の
販
売
額

は
平
年
並
み
以
上
が
見
込
ま
れ
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
観
光
に
つ
い
て
は
、
４

月
か
ら
９
月
ま
で
の
上
半
期
の
観

光
入
込
客
数
は
、
台
風
に
よ
る
風

評
被
害
も
あ
り
、
前
年
同
期
比
2
・

4
％
減
の
１
３
１
万
7
千
人
と
な

り
ま
し
た
が
、
ま
ち
な
か
エ
リ
ア

は
、「
フ
ラ
ノ
マ
ル
シ
ェ
」
人
気
に

よ
り
依
然
好
調
な
入
込
み
を
続
け
、

市
内
幸
町
の
商
業
地
価
が
前
年
比

６
・
１
%
上
昇
す
る
と
と
も
に
、

８
年
連
続
で
実
施
し
て
い
る
「
プ

レ
ミ
ア
ム
つ
き
商
品
券
」
が
今
回

即
日
完
売
す
る
な
ど
、
地
域
経
済

の
波
及
に
大
き
な
効
果
が
あ
っ
た

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
５
月
　
日
に
は
、
市
制
施

１０

行
　
周
年
記
念
式
典
を
文
化
会
館

５０
で
挙
行
し
、
来
賓
や
市
民
な
ど
約

５
０
０
人
が
臨
席
す
る
中
、　

年
５０

の
歴
史
を
映
像
で
振
り
返
る
と
と

も
に
、
市
政
振
興
に
ご
尽
力
さ
れ

た
方
々
を
表
彰
し
、
こ
の
素
晴
ら

し
い
郷
土
富
良
野
を
よ
り
一
層
発

展
さ
せ
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
に
引
き
継
い
で
い
く
思
い
を
強

く
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
年
３

月
に
は「
市
制
施
行
　
周
年
史
」を
発

５０

刊
す
る
運
び
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
３
月
に
は
、
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
に
も
と
づ

く
総
合
戦
略
を
市
民
論
議
・
職
員

論
議
を
経
て
策
定
し
、
地
方
創
生

元
年
と
し
て
、「
出
会
い
総
合
サ

ポ
ー
ト
室
」
の
設
置
や
「
特
定
不

妊
治
療
費
助
成
事
業
」
の
創
設
、

「
乳
幼
児
医
療
給
付
事
業
」
の
助
成

内
容
拡
充
や
「
子
育
て
世
帯
・
多

子
世
帯
へ
の
経
済
的
負
担
」
の
軽

減
、
郷
土
愛
を
育
む
た
め
の
「
ふ

ら
の
ま
ち
づ
く
り
未
来
ラ
ボ
推
進

事
業
」
や
東
大
演
習
林
の
恵
ま
れ

た
森
林
環
境
を
教
育
目
的
で
活
用

す
る
た
め
の
「
森
林
学
習
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
の
開
発
な
ど
、
少
子
化
対

策
と
し
て
数
々
の
新
規
事
業
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
市
民
福
祉
に
つ
い
て
は
、
自
立

相
談
支
援
な
ど
生
活
 困
  窮
 者
の
支

こ
ん
 き
ゅ
う

援
体
制
の
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
　
年
の
輝
か

２９

し
い
新
春
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ

と
を
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
一
年
を
振
り
返
っ

て
み
ま
す
と
、
国
際
的
に
は
イ
ギ

リ
ス
が
Ｅ
Ｕ
残
留
を
問
う
国
民
投

票
に
お
い
て
、
離
脱
支
持
が
過
半

数
の
　
・
9
%
に
達
し
て
勝
利
し
、

５１

ポ
ン
ド
の
暴
落
や
日
経
平
均
株
価

が
１
万
５
千
円
を
割
り
込
む
な
ど
、

日
本
経
済
の
市
場
は
一
時
混
乱
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
2
月
に
は
　
カ
国
が
Ｔ

１２

Ｐ
Ｐ
の
協
定
書
に
署
名
し
、
先
の

国
会
に
お
い
て
協
定
の
承
認
案
と

関
連
法
案
は
可
決
し
ま
し
た
が
、

ト
ラ
ン
プ
次
期
ア
メ
リ
カ
大
統
領

富良野市長　

  能登 芳昭

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
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日
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
　

２３

　
　
　
　
　
　
「
土
曜
開
放
（
月
１
回
）」
開
始

　
　
　

　
　
　
　
日
　
市
制
施
行
　
周
年
記
念
式
典

１０

５０

　
　
　
　
日
　
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
サ

２８

　
　
　
　
　
　
イ
ン
完
成
記
念
「
チ
ャ
レ

　
　
　
　
　
　
ン
ジ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
」

　
　
　
　
日
　
市
制
施
行
　
周
年
記
念
　

２９

５０

　
　
　
　
　
　「
よ
し
も
と
お
笑
い
ま
つ

　
　
　
　
　
　
り
　
富
良
野
」

in

　
　
　
３
日
　
フ
ラ
ノ
マ
ル
シ
ェ
・
マ
ル
シ
ェ
２

　
　
　
　
　
　
　
来
場
者
５
０
０
万
人
達
成

　
　
　
３
日
　
ふ
ら
の
樹
海
野
菜
工
房
　

　
　
　
　
　
　「
し
ず
く
」
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　
日
　
市
制
施
行
　
周
年
記
念
　

１９

５０

　
　
　
　
　
　「
東
大
演
習
林
公
開
セ
ミ

　
　
　
　
　
　
ナ
ー
合
同
市
民
見
学
会
」

　
　
　
　
日
　
東
山
ふ
る
さ
と
祭
り

１６

　
　
・
　
日
　
山
部
ふ
れ
あ
い
祭
り

１６

１７

　
　
　
　
日
　
第
　
回
北
海
イ
カ
ダ
下
り

１７

４１

　
　
　
　
　
　
　
空
知
川

in

　
　
　
　
日
　
金
融
機
関
７
行
と
「
地
方

２０

　
　
　
　
　
　
創
生
に
関
す
る
包
括
的
地

　
　
　
　
　
　
域
連
携
協
定
」
調
印

　
　
　
　
日
　
第
　
回
へ
そ
マ
ラ
ソ
ン

２４

２４

　
　
・
　
日
　
第
　
回
北
海
へ
そ
祭
り

２８

２９

４８

　
　
　
　
日
　
市
制
施
行
　
周
年
記
念
　

１１

５０

　
　
　
　
　
　「
山
の
日
市
民
登
山
会
」

　
　
　
　
日
　
市
制
施
行
　
周
年
記
念
　

１３

５０

　
　
　
　
　
　「
イ
ー
ス
タ
ン
・
リ
ー
グ
公

　
　
　
　
　
　
式
戦
」

　
　
　
　
日
　
第
５
回
ふ
ら
の
花
火
大
会

１３

　
　
　
　
日
　
台
風
７
号
に
よ
り
時
間
雨

１７

　
　
　
　
　
　
量
　
ミ
リ
の
記
録
的
豪
雨

４０

　
　
　
　
日
　
台
風
９
号
の
大
雨
で
避
難

２３

　
　
　
　
　
　
勧
告
を
発
令

　
　
　
　
日
　
文
部
科
学
庁
長
官
表
彰
受
賞

２４

　
　
　
　
　
　
（
演
劇
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
）

　
　
　
　
日
　
地
域
交
流
協
定
改
訂
記
念

３０

　
　
　
　
　
　
講
演
会
「
東
京
大
学
北
海

　
　
　
　
　
　
道
演
習
林
の
林
分
施
業
法
」

　
　
　
　
日
　
台
風
　
号
の
影
響
で
空
知

３０

１０

　
　
　
　
　
　
川
の
水
位
が
上
昇
し
、
山

　
　
　
　
　
　
部
地
域
の
一
部
に
避
難
指

　
　
　
　
　
　
示
を
発
令

　
　
　
　
日
　
北
の
国
か
ら
資
料
館
閉
館

３１

喜喜
　　

　
　
３
日
　
第
　
回
ふ
ら
の
ワ
イ
ン
ぶ

３０

　
　
　
　
　
　
ど
う
祭
り
　
ま
ち
な
か

in

　
　
　
　
日
　
市
制
施
行
　
周
年
記
念
　

１０

５０

　
　
　
　
　
　「
N
H
K
『
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
Ｔ
Ｖ
公
開
す
こ
や
か
長
寿
』

　
　
　
　
　
　
公
開
録
画
」

　
　
・
　
日
　
ふ
ら
の
で
恋
活
２
０
１
６
秋

１０

１１

　
８
～
　
日
　
第
　
回
富
良
野
演
劇
工
場

１０

１６

　
　
　
　
　
　
ま
つ
り
・
第
　
回
ふ
ら
の

１４

　
　
　
　
　
　
演
劇
祭

　
　
　
　
日
　
市
制
施
行
　
周
年
記
念
　

１４

５０

　
　
　
　
　
　「
第
　
回
北
海
道
社
会
教

５６

　
　
　
　
　
　
育
研
究
会
・
平
田
オ
リ
ザ

　
　
　
　
　
　
さ
ん
記
念
講
演
」

　
　
　
　
日
　
鉄
道
フ
ォ
ー
ラ
ム
　
富
良
野

１４

in

　
　
　
　
日
　
旭
川
地
方
道
新
会
旭
川
近

３０

　
　
　
　
　
　
郊
地
区
会
及
び
道
新
販
売

　
　
　
　
　
　
所
と
「
地
域
見
守
り
活
動

　
　
　
　
　
　
に
関
す
る
協
定
」
調
印

　
　
　
３
日
　
プ
レ
ミ
ア
ム
つ
き
商
品
券
販
売

　
　
　
３
日
　
北
都
プ
ロ
レ
ス
　
や
ま
べ

in

　
　
　
　
日
　
市
制
施
行
　
周
年
記
念
　

１７

５０

　
　
　
　
　
　「
札
幌
交
響
楽
団
富
良
野

　
　
　
　
　
　
公
演
」

　
　
　
　
日
　
東
京
大
学
北
海
道
演
習
林

１３

　
　
　
　
　
　
と
「
交
流
に
関
す
る
協
定
」

　
　
　
　
　
　
調
印

　
　
・
　
日
　
第
　
回
ふ
ら
の
ス
キ
ー
祭
り

３０

３１

５１

　
２
～
６
日
　
第
　
回
全
国
中
学
校
ス
キ

５３

　
　
　
　
　
　
ー
大
会
ア
ル
ペ
ン
競
技

　
　
　
　
日
　
や
ま
べ
ゆ
き
ん
こ
ま
つ
り

１３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
前
夜
祭
）

　
　
　
　
日
　
市
防
災
講
演
会

２４

　
　
　
５
日
　
山
部
と
地
酒
を
食
す
会

　
　
　
　
日
　
Ｊ
Ａ
ふ
ら
の
と
「
高
齢
者

３０

　
　
　
　
　
　
等
の
地
域
見
守
り
活
動
に

　
　
　
　
　
　
関
す
る
協
定
」
調
印

６６
月月

２２
月月

３３
月月

１１
月月

４４
月月

５５
月月

７７
月月

８８
月月

　
月月
１１２２ 　

月月
１１１１ 　

月月
１１００ ９９

月月

災災

守守

祝祝

振振

平平
成成
　
年年
をを
　
　
り
返
り
返
るる
　

２８２８
誓誓
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月
　
日
・
　

日
に
大
分
県
別
府
市
で
開
催
さ
れ
た
「
２
０
１
６
年
少
林
寺
拳
法
全
国

１０

２９

３０

大
会
　
 お
お
い
た
」
で
、
組
演
武
・
一
般
二
段
の
部
に
出
場
し
た
富
良
野
光
明
寺
道
院
拳

in

友
会
（
青
木
賢
隆
道
院
長
）
の
青
木
賢
祥
さ
ん
・
佐
藤
佑
亮
さ
ん
ペ
ア
が
全
国
２
位
の
入

賞
を
果
た
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
７
月
に
ア
メ
リ
カ
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
開
催
さ

れ
る
少
林
寺
拳
法
世
界
大
会
の
日
本
代
表
に
選
出
さ
れ
、
舞
台
を
世
界
に
移
し
て
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
中
学
女
子
の
部
に
出
場
し
た
齋
藤
美
優
さ
ん
・
塚
田
望
生

さ
ん
ペ
ア
も
気
迫
の
演
武
で
２
位
と
な
り
、現
在
、世
界
大
会
の
選
考
結
果
の
発
表
待
ち
で
、

選
出
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、一
般
二
段
の
部
に
出
場
し
た
、塚
田
康
生
さ
ん
・

土
田
龍
さ
ん
ペ
ア
も
全
国
７
位
に
入
賞
し
ま
し
た
が
、
こ
の
部
門
の
世
界
大
会
出
場
枠
を

逃
し
、
次
回
大
会
で
の
雪
辱
を
誓
っ
て
稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。

世
界
に
羽
ば
た
け
！
　
　
 士
た
ち

世界大会出場決定

一般二段の部　全国２位

 （左）青木  賢  祥 さん（高２）
けん しょう

 （右）佐藤  佑  亮 さん（高２）
ゆう すけ

来年の目標
２度目の世界大会！僕たちの
集大成をアメリカで！

中学女子の部　全国２位

 （左）齋藤  美  優 さん（中２）
み ゆ

 （右）塚田  望  生 さん（中２）
み う

来年の目標
今まで以上の演武で、今度は
文句なしの全国制覇を！

※世界大会の選考結果待ち

一般二段の部　全国７位

 （左）塚田  康  生 さん（高１）
こう せい

 （右）土田  龍 さん（高１）
りゅう

来年の目標
２度目の全国１位をインター
ハイでめざすぞ！

日
本
代
表
に
　
　
　
　
　
　
　
　

　
選
ば
れ
る
日
を
夢
見
て
 ｜

｜

　
全
国
大
会
で
は
、
２
７
０
点
の
目

標
を
立
て
て
挑
ん
だ
結
果
、
本
当
に

２
７
０
点
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
で
も
、
１
位
と
１
点
差
で
悔

し
い
で
す
。
中
学
生
の
世
界
大
会
の

出
場
権
は
男
女
混
合
で
の
上
位
３

位
ま
で
に
与
え
ら
れ
る
た
め
、
今
は

良
い
知
ら
せ
が
来
る
の
を
心
待
ち

に
し
な
が
ら
、
日
々
の
稽
古
を
頑
張

り
た
い
で
す
。 

　
　
　
 （
齋
藤
さ
ん
・
塚
田
さ
ん
）

笑
顔
で
有
終
の
美
を
飾
り
た
い
 ｜

｜

　
別
々
の
高
校
に
進
学
し
た
た
め
、
一
緒

に
練
習
す
る
時
間
が
な
か
な
か
取
れ
な

く
な
り
ま
し
た
が
、
長
年
ペ
ア
を
組
ん
で

き
た
経
験
を
活
か
し
て
一
般
の
部
（
高

校
・
大
学
・
社
会
人
）
で
1
位
と
1
点
差

で
全
国
２
位
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
お
か
げ
で
来
年
も
ペ
ア
で
出
場
で
き

る
最
後
の
機
会
を
得
た
の
で
、
こ
の
チ
ャ

ン
ス
を
活
か
し
て
世
界
大
会
で
最
高
の

演
武
を
し
て
、
笑
顔
で
優
勝
を
飾
り
た
い

で
す
 。 
   　
　（
青
木
さ
ん
・
佐
藤
さ
ん
）

拳拳

日の丸を背負って世界日の丸を背負って世界にに挑戦挑戦
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お
見
事

祝
入
選

祝
入
選

祝
入
選

祝
入
選

優
秀
賞

　
市
で
は
、
い
じ
め
の
未
然
防
止
や
早
期
発
見
な
ど
を
目
的
に
、「
い

じ
め
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
（
ゼ
ロ
）
推
進
条
例
」
を
平
成
　
年
　
月
に
制
定
し
、

２６

１０

い
じ
め
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
北
海
道
い

じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
が
主
催
し
た
「
い
じ
め
・
ネ
ッ
ト
ト
ラ

ブ
ル
根
絶
！
メ
ッ
セ
ー
ジ
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
市
内
小
中
学
校
が
取
り

組
み
、
５
人
の
子
ど
も
た
ち
の
標
語
が
全
道
及
び
上
川
管
内
で
入
賞

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
育
委
員
会
で
も
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま

し
た
の
で
、
入
賞
作
品
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
　

鰹問 
学
校
教
育
課
　
拶拶
３
９
‐‐
２
３
２
０

 鷹  嘴  
たかの はし

 佑 
ゆ

 衣 さん（小６）
い

来年の目標
中学校で勉強と部活
の両立を頑張ります

佐藤  煌  人 さん（小５）
きら と

来年の目標
野球で全道大会を勝ち
抜いて全国大会に出る

笹田  初  杏 さん（中３）
う きょう

来年の目標
志望校合格、新しい
生活環境に慣れる

野田 達郎さん（中３）

来年の目標
自分の意思をしっかり
持ちそれを行動に移す

五十嵐  友  葵 さん（中２）
ゆ き

来年の目標
この賞をきっかけにいろ
いろな事に挑戦したい

奨
励
賞

全
道
最
優
秀

全
道
最
優
秀
賞賞

奨
励
賞

そ
の
情
報
  

判
断
す
る
の
は
  自
分
達

ス
マ
ホ
の
中
　

見
え
な
い
相
手
に
　
気
を
つ
け
て

み
ん
な
で
考
え
　
　
え
よ
う

伝伝

ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
の
根
絶
部
門

ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
の
根
絶
部
門

ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
の
根
絶
部
門

いじめ・ネットトラブル根絶！メッセージコンクーいじめ・ネットトラブル根絶！メッセージコンクールル

  0
 が
い
い

ゼ
ロ

 涙
の
数
も
  悪
口
も

い
じ
め
の
根
絶
部

い
じ
め
の
根
絶
部
門門

い
じ
め
防
止
部
門

最
優
秀
賞
（
小
学
生
の
部
）

差
し
の
べ
た
  そ
の
手
が
い
じ
め
を
    

な
く
す
カ
ギ
             菊
地
 優
汰
さ
ん（
小
６
）

優
秀
賞
（
小
学
生
の
部
）

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
  や
さ
し
い
き
も
ち
  

た
い
せ
つ
に
             宮
本
 凪
葵
さ
ん（
小
１
）

お
と
も
だ
ち
  こ
ま
っ
て
い
る
な
ら
  

た
す
け
よ
う
            阿
部
 慎
太
朗
さ
ん（
小
２
）

い
じ
め
は
ね
  み
ん
な
の
心
が
 

き
ず
つ
く
よ
            坂
本
 向
日
葵
さ
ん（
小
３
）

い
じ
め
  ０
   一
人
一
人
が

ゼ
ロ

気
を
つ
け
よ
う
！
    岡
部
 ひ
よ
り
さ
ん（
小
４
）

い
じ
め
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
  き
づ
け
ば
周
り
に
 

笑
顔
さ
く
              田
代
 あ
か
り
さ
ん（
小
５
）

最
優
秀
賞
（
中
学
生
の
部
）

気
づ
い
て
よ
  心
に
刺
さ
る
                  

そ
の
言
葉
　
　
　
　
　
香
西
 伴
樹
さ
ん（
中
３
）

優
秀
賞
（
中
学
生
の
部
）

気
付
い
て
よ
  相
手
の
気
持
ち
  　
　
　
　

考
え
て
　
　
　
　
　
　
野
村
 千
尋
さ
ん（
中
１
）

冗
談
が
  い
じ
め
に
変
わ
る
  

そ
の
前
に
　
　
　
　
竹
ヶ
原
 優
月
さ
ん
（
中
３
）

ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
防
止
部
門

最
優
秀
賞
（
小
学
生
の
部
）

ネ
ッ
ト
で
も
  悪
口
書
く
の
は
  

い
じ
め
だ
よ
            佐
々
木
 祐
弥
さ
ん（
小
６
）

優
秀
賞
（
小
学
生
の
部
）

あ
ぶ
な
い
よ
  ト
ラ
ブ
ル
つ
な
が
る
  

し
ら
な
い
サ
イ
ト
 　
　
金
光
 羽
海
さ
ん
（
小
４
）

押
さ
な
い
で
  だ
れ
か
が
き
ず
つ
く
    

そ
の
言
葉
                開
発
 信
一
さ
ん
（
小
５
）

最
優
秀
賞
（
中
学
生
の
部
）

危
な
い
よ
  ネ
ッ
ト
の
影
の
  

深
い
闇
　
　
　
　
　
  那
須
 虎
偉
さ
ん
（
中
３
）

優
秀
賞
（
中
学
生
の
部
）

大
丈
夫
？
  な
が
し
て
い
い
の
  

そ
の
言
葉
！
            木
戸
 ま
つ
み
さ
ん（
中
２
）

書
き
込
む
と
  一
生
残
る
  

傷
と
文
字
　
　
　
   渡
部
 あ
お
い
さ
ん
（
中
２
）

ネ
ッ
ト
の
中
  

み
ん
な
で
使
う
  公
共
し
せ
つ

奨
励
賞

泣
い
て
い
る

み
ん
な
の
前
で
は
　
笑
顔
で
も

い
じ
め
の
根
絶
部

い
じ
め
の
根
絶
部
門門

富
良
野
市
い
じ
め
防

富
良
野
市
い
じ
め
防
止止

メ
ッ
セ
ー
ジ
コ
ン
ク
ー

メ
ッ
セ
ー
ジ
コ
ン
ク
ー
ルル

上
川
管
内

上
川
管
内

上
川
管
内

上
川
管
内
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収
穫
最
盛
期
を
迎
え
た
　
月
、
米
の
収
穫
作
業
中
の
コ
ン
バ
イ
ン
が
横
転
し
、

１０

運
転
手
が
下
敷
き
に
な
る
農
作
業
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
の
時
、
現
場
付
近

で
土
木
作
業
を
行
っ
て
い
た
道
栄
工
業
㈱
の
小
野
寺
信
雄
さ
ん
と
村
本
清
貴
さ
ん

が
、
住
民
か
ら
事
故
発
生
を
聞
い
て
、
パ
ワ
ー
シ
ョ
ベ
ル
と
ク
レ
ー
ン
ト
ラ
ッ
ク

を
操
作
し
被
害
者
の
救
出
に
協
力
し
た
功
績
に
対
し
、
富
良
野
広
域
連
合
富
良
野

消
防
長
か
ら
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

人
命
救
助
の
功
績
を
  　
　
え
て

野
寺
さ
ん
か
ら
状
況
を
聞
き
、

私
は
ク
レ
ー
ン
ト
ラ
ッ
ク
に

乗
り
込
み
、
現
場
に
向
い
ま
し
た
。

す
る
と
、
テ
レ
ビ
で
見
る
よ
う
な
光

景
が
、
目
の
前
で
起
き
て
い
て
、
身

震
い
し
ま
し
た
。
で
も
、
何
と
か
助

け
出
そ
う
と
、
小
野
寺
さ
ん
の
パ

ワ
ー
シ
ョ
ベ
ル
と
私
の
ユ
ニ
ッ
ク

の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
て
、
コ
ン

バ
イ
ン
を
吊
り
上
げ
、
す
ぐ
に
救
急

隊
が
救
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。
今
思

え
ば
、
そ
の
時
は
気
が
動
転
し
て
し

ま
い
、
思
う
よ
う
に
重
機
の
操
作
が

で
き
ず
、
も
っ
と
迅
速
に
救
出
で
き

た
の
で
は
な
い
か
、
本
当
に
役
に
立

て
た
の
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
職
業
柄
、
各
地
の
土
木
現
場
で
は

事
故
が
後
を
絶
え
ま
せ
ん
が
、
万
が

一
、
事
故
に
遭
遇
し
た
と
き
は
、
今

回
の
経
験
を
活
か
し
て
「
冷
静
」
に

対
応
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

村本 清貴さん

（３２歳）

富
良
野
広
域
連
合
富
良
野
消
防
長
表
彰

市民の勇気が命を救市民の勇気が命を救うう

故
現
場
付
近
で
、
発
注
を
受
け

て
土
木
作
業
を
し
て
い
た
ら
、

数
百
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
所
に
人
だ

か
り
が
で
き
て
い
る
こ
と
に
気
が

つ
き
ま
し
た
。
間
も
な
く
、
誰
か
が

走
り
寄
っ
て
き
て
、
事
故
が
あ
っ
た

こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
す
ぐ

に
一
緒
に
作
業
し
て
い
た
村
本
さ

ん
に
状
況
を
話
し
、
私
は
パ
ワ
ー

シ
ョ
ベ
ル
で
現
場
へ
向
か
い
ま
し

た
。
事
故
現
場
で
は
１
分
１
秒
を
争

う
状
況
で
、
重
機
を
使
っ
て
横
転
し

た
コ
ン
バ
イ
ン
を
吊
り
上
げ
よ
う

と
し
ま
し
た
が
、
手
が
震
え
て
思
う

よ
う
に
操
作
が
で
き
ず
、
気
持
ち
ば

か
り
焦
り
ま
し
た
が
、
何
と
か
救
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
救
出
に
関
わ
り
、
事
故
が

発
生
し
た
ら
、「
状
況
を
見
極
め
て
」、

「
冷
静
」「
安
全
」
に
対
応
す
る
こ
と

が
重
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

小野寺 信雄さん

（４６歳）

讃讃

鰹鰹問問富良野消防 富良野消防署署　拶拶２３２３‐‐５１１９５１１９

小

事
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北海道社会貢献賞
　

和５７年５月から統計調査員として、国勢調査
７回、事業所・企業統計調査９回、工業統計

調査１１回、商業統計調査１２回、農林業センサス４回
など、合計６６回の各種統計調査に尽力された功績が
認められ受賞されました。

昭

統計功労

地域づくり表彰
　　    

幹産業の農業と観光の相乗効果を図るため、
地産地消に取り組みやすい「カレー」に着目

して活動を開始以来、富良野オムカレーのブランド
化をはじめ、緑峰高校などの地域や団体と連携・交
流して活動してきた功績が認められ受賞されました。

基

富良野オムカレー推進協議会

全国地域づくり推進協議会会長賞

松本  安  又 さん（７６歳）
やす ゆう

叙叙勲勲
表表彰彰

公平委員会制度65周年記念
　　総務大臣表彰　

成１６年１０月１２日に市公平委員会委員に就任後、
同年１０月１９日に同委員長に選任され、３期１２

年にわたり、市の人事行政の公平性の確保に尽力し、
行政の民主的な運営に貢献された功績が認められ
受賞されました。

平

島  強 さん（７２歳）
つよし

瑞宝単光章
　

和４９年５月に消防団に入団して以来、３５年も
の長きにわたり防災活動に尽力し、平成１７年

５月に副分団長、平成２０年４月から分団長として、
火災時の指揮統率、火災予防などに貢献され、これ
らの功績が認められ受章されました。

昭

消防功労

 岩  戸   利  通 さん
いわ と とし みち

（７２歳）

藍綬褒章
　

和４５年２月から統計調査員として、農林業セ
ンサス５回、世界農林業センサス５回、農業

基本調査１５回、農業基本調査概況調査９回など、合
計４１回の各種統計調査に尽力された功績が認めら
れ受章されました。

昭

統計功労

鈴木  七  郎 さん
しち ろう

（８４歳）

おめでとうございまおめでとうございますす
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支支
ええ

愛愛
地地
域域
のの
子子
育育
てて

　
核
家
族
化
、
共
働
き
世
帯
の
増
加
に
よ
り
、
日
本
の
子
育
て
は
孤
立
化
し

て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
期
待
さ
れ
て
い
る
の
が
「
祖
父
母

力
」
と
「
地
域
の
支
え
」。
子
育
て
に
は
、
父
親
・
母
親
の
力
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
祖
父
母
の
力
、
地
域
の
人
た
ち
の
サ
ポ
ー
ト
も
必
要
で
あ
り
、
両

親
以
外
の
多
く
の
人
と
関
わ
る
こ
と
が
、
そ
の
子
ど
も
の
成
長
に
大
き
な
影

響
を
与
え
ま
す
。
祖
父
母
の
み
な
さ
ん
や
地
域
の
人
た
ち
も
、
ぜ
ひ
、
子
育

て
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
社
会
全
体
で
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
見

守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

鰹問 
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

拶
３
９
‐
２
２
２
３

親
以
外
の
人
が
子
育
て
を
　
　
　

サ
ポ
ー
ト
す
る
時
の
ポ
イ
ン
ト
　

　
　

子
ど
も
と
の
時
間
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う

　
子
ど
も
の
希
望
に
合
わ
せ
る
だ

け
で
な
く
、
自
分
の
趣
味
や
特
技

を
、
子
ど
も
と
一
緒
に
楽
し
む
こ

と
も
良
い
で
し
ょ
う
。
何
と
言
っ

て
も
、
楽
し
く
、
無
理
を
し
な
い

こ
と
が
大
切
で
す
。

両
親
と
は
笑
顔
で
あ
い
さ
つ

　
親
し
い
中
で
も
「
あ
い
さ
つ
」

は
と
て
も
大
切
で
す
。
あ
い
さ
つ

か
ら
会
話
が
弾
み
、
子
育
て
の
悩

み
が
解
消
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
で

し
ょ
う
。
ま
ず
は
、
両
親
の
子
育

て
の
悩
み
を
聞
い
て
あ
げ
る
こ
と

か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、

聞
か
れ
も
し
な
い
ア
ド
バ
イ
ス
は

避
け
ま
し
ょ
う
。

子
育
て
の
方
針
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

　
両
親
は
子
ど
も
を
ど
の
よ
う
に

育
て
た
い
の
か
、
ど
の
よ
う
な
サ

ポ
ー
ト
を
望
ん
で
い
る
の
か
確
認

し
ま
し
ょ
う
。
子
ど
も
の
た
め
に

良
か
れ
と
思
っ
て
し
た
こ
と
も
、

親
に
と
っ
て
は
迷
惑
に
な
る
場
合

も
あ
る
よ
う
で
す
。

頼
ら
れ
過
ぎ
に
は
注
意
が
必
要

　
甘
え
上
手
な
親
や
子
ど
も
も
い

ま
す
。
で
き
な
い
こ
と
、
や
り
た

く
な
い
こ
と
を
断
る
こ
と
も
優
し

さ
で
す
。

世
代
間
ギ
ャ
ッ
プ
　
　
　
　
　
　

今
ど
き
の
子
育
て
事
情

　
子
育
て
の
情
報
は
、
時
代
に

よ
っ
て
変
化
し
、
家
庭
に
よ
っ
て

と
ら
え
方
が
違
う
こ
と
が
あ
り
、

サ
ポ
ー
ト
す
る
側
は
戸
惑
う
こ
と

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
、

主
流
と
な
っ
て
い
る
子
育
て
法
を

紹
介
し
ま
す
。

授
乳

　
赤
ち
ゃ
ん
の
栄
養
は
、
母
乳
が

基
本
で
す
が
、
お
母
さ
ん
の
状
況

に
よ
っ
て
は
、
ミ
ル
ク
を
活
用
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
親
子
に

合
っ
た
形
で
あ
れ
ば
、
ど
ち
ら
で

も
構
い
ま
せ
ん
。

抱
っ
こ

　
昔
は
「
抱
き
 癖
 が
つ
く
」
と
言

ぐ
せ

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
抱
っ

こ
さ
れ
た
子
ど
も
ほ
ど
、
情
緒
が

安
定
し
、
自
立
も
早
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

虫
歯
の
予
防

　
大
人
の
持
つ
虫
歯
菌
（
ミ
ュ
ー

タ
ン
ス
菌
）
を
う
つ
さ
な
い
よ
う
、

子
ど
も
用
の
箸
や
ス
プ
ー
ン
を
用

意
し
た
り
、
同
じ
食
べ
物
や
飲
み

物
を
共
有
し
な
い
よ
う
に
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

お
や
つ

　
子
ど
も
の
可
愛
さ
に
、
お
菓
子

な
ど
を
内
緒
で
与
え
て
し
ま
う
の

は
問
題
の
元
に
な
り
ま
す
。
与
え

る
前
に
親
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

みみんんななでで子子育育てて！！

ニニココニニココ社社会会
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赤
ち
ゃ
ん
の
駅
事
業

　
授
乳
や
オ
ム
ツ
交
換
す
る
場
所

を
利
用
で
き
る
施
設
を
「
赤
ち
ゃ

ん
の
駅
」
と
呼
び
、
現
在
市
内
で

　
施
設
が
登
録
し
て
い
ま
す
。
公

２３共
施
設
だ
け
で
は
な
く
民
間
施
設

も
登
録
し
、
社
会
全
体
で
子
育
て

家
庭
を
支
援
す
る
環
境
づ
く
り
に

努
め
て
い
ま
す
。
登
録
を
希
望
さ

れ
る
お
店
や
事
業
所
は
、
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
に
（
拶
３
９
‐
２

２
２
３
）
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

登
録
基
準
　

虚
オ
ム
ツ
交
換
場
所
の
提
供
　

許
授
乳
ス
ペ
ー
ス
の
提
供
　

距
手
洗
い
場
所
の
提
供
　

鋸
暖
房
設
備
の
提
供

子
育
て
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り

　
市
で
は
、
乳
幼
児
の
親
子
の
外

出
を
応
援
す
る
「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅

事
業
」
や
、
北
海
道
や
お
店
と
連

携
し
「
ど
さ
ん
こ
・
子
育
て
特
典

制
度
」
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
お
店
や
事
業
所
で
授

乳
や
オ
ム
ツ
替
え
な
ど
の
施
設
整

備
や
備
品
な
ど
を
購
入
す
る
場
合

に
、
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
「
子

育
て
支
援
環
境
整
備
事
業
」
な
ど

も
行
い
な
が
ら
、
子
育
て
に
や
さ

し
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。

子
育
て
支
援
環
境
整
備
事
業

　
市
内
の
事
業
所
や
お
店
が
授
乳

や
、
オ
ム
ツ
替
え
な
ど
の
た
め
に

設
備
及
び
施
設
を
整
備
し
た
り
、

備
品
な
ど
を
購
入
す
る
場
合
に
、

そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
こ
ど
も
未
来
課
（
拶

３
９
‐
２
２
２
３
）
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

助
成
基
準
　
対
象
経
費
の
２
分
の

１
以
内
（
上
限
　
万
円
）

２０

ど
さ
ん
こ
・
子
育
て
特
典
制
度

　
北
海
道
と
市
町
村
が
企
業
や
施

設
と
連
携
し
、
子
育
て
家
庭
を
応

援
す
る
「
ど
さ
ん
こ
・
子
育
て
特

典
制
度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

制
度
内
容
　
特
典
カ
ー
ド
を
配
布

し
、
子
ど
も
と
同
伴
で
買
い
物
や

施
設
利
用
す
る
際
に
、
カ
ー
ド
の

提
示
で
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

協
賛
店
　
北
海
道
の
結
婚
・
妊
娠
・

出
産
・
育
児
総
合
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
H
A
G
U
K
U
M
U
（
ハ
グ
ク

ム
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
協
賛
店

に
は
ス
テ
ッ
カ
ー
が
貼
っ
て
あ
り

ま
す
。

対
象
者
　
市
内
に
居
住
す
る
妊
娠

中
の
人
、
ま
た
は
小
学
校
ま
で
の

子
ど
も
が
い
る
世
帯

カ
ー
ド
配
布
場
所
　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

ドシドドシド
シシ

応募し
て

 応募し
て！！

あなたの体験を子育てに生かしませんかあなたの体験を子育てに生かしませんか？？

子子育て体験談大募育て体験談大募集集
　子育てには、不安や戸惑いはつきもので、

本当にいろいろありますね。あなたの子育て

体験をみなさんに、ぜひ教えてあげてくださ

い。世代による育児方法や考え方に違いは

あっても、さまざまな子育ての体験談は、「生

きた知恵」であり、貴重な財産です。

　高齢者から現在子育てを行っている方を

対象に、幅広く子育てに関する体験談や知恵

を募集します。ホームページや広報などで情

報発信しながら、子育てを支援する取り組み

を始めます。

募集する体験談や知恵など

　就学前後までの育児の体験談や知恵を募集！

　虚親子のふれあい　　　許あそび

　距物の大切さ・しつけ　鋸育児の知恵

　漁家族との関わり　　　禦地域との関わり

　魚お父さんの子育て　　亨その他

応募対象者　市内に居住し、子育ての経験が

　ある方、または現在子育て中の方。

　年齢や性別は問いません。

募集期間　２月２８日鰹火 まで

応募方法　専用の応募用紙に体験談を記入

　し、子育て支援センターに持参、郵送、メー

　ルなどで提出してください。なお、応募用

　紙は、子育て支援センター、山部・東山支

　所、またはホームページからダウンロード

　してください。

その他　

　虚応募のあった体験談は、子育て支援事業

　　に活用し、ホームページや広報に掲載す

　　るほか、小冊子などを作成・配布する予

　　定です。

　許応募のあった体験談を加工や編集など

　　を行う場合があります。

　距応募者の掲載は個人が特定されないよ

　　うに、年代と性別のみの掲載とします。

　鋸応募用紙以外で応募を希望される場合

　　は、子育て支援センターへ相談ください。

応募先/問合せ

　子育て支援センター

　〒０７６ - ００１８　弥生町１番３号　

　富良野市総合保健センター内　

　拶３９‐２２２３　姉 ３９‐２２２２　

　死kodomo-ka@city.furano.hokkaido.jp
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へ
の
電
話
、
F
A
X
、
広
報
車

巡
回
の
ほ
か
、ラ
ジ
オ
ふ
ら
の
、

安
心
安
全
メ
ー
ル
、
エ
リ
ア

メ
ー
ル
、
職
員
に
よ
る
戸
別
訪

問
な
ど
に
よ
り
、
正
確
な
情
報

を
迅
速
に
お
知
ら
せ
す
る
よ

う
努
め
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
の
山
部
に
お
け
る
避

難
は
深
夜
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
独
居
高
齢
者
な
ど
に
つ
い

て
は
、
戸
別
訪
問
に
よ
り
避
難

を
促
し
ま
し
た
。
市
民
の
み
な

さ
ん
に
お
い
て
は
、
市
か
ら
の

情
報
を
も
と
に
災
害
に
備
え

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
意
見
】　
今
回
の
台
風
被
害

に
お
け
る
、
今
後
の
河
川
整
備

な
ど
の
対
応
に
つ
い
て
、
北
海

道
な
ど
か
ら
の
情
報
が
あ
れ

ば
、
教
え
て
ほ
し
い
。

【
市
】　
北
海
道
か
ら
は
、
市
長

会
な
ど
を
通
じ
て
、
来
年
度
以

降
に
河
川
の
 浚
渫
 を
計
画
的

し
ゅ
ん
せ
つ

に
実
施
し
て
い
く
と
聞
い
て

い
ま
す
。
ま
た
、
道
議
会
の
農

政
委
員
会
の
災
害
調
査
の
際

に
は
、
河
川
の
影
響
に
よ
り
、

一
部
農
業
被
害
が
広
が
っ
て

い
る
こ
と
を
訴
え
て
き
て
い

ま
す
。

【
意
見
】　
台
風
な
ど
の
災
害

時
に
停
電
に
な
っ
た
場
合
、
携

帯
電
話
も
使
え
な
く
な
る
恐

れ
が
あ
る
。
情
報
が
わ
か
ら
な

い
な
ど
、
２
次
災
害
に
つ
な
が

る
恐
れ
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
防

ぐ
方
法
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

【
市
】　
今
回
の
災
害
を
受
け
、

町
内
会
長
や
連
合
会
長
に
対

し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

て
お
り
、
そ
の
結
果
を
も
と
に

今
後
の
災
害
時
に
活
か
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
課
題
な
ど
に
つ
い
て

【
意
見
】　
北
１
号
川
沿
い
の

住
吉
町
・
瑞
穂
町
の
住
民
が
冬

の
間
、川
の
防
護
柵
を
外
し
て
、

雪
を
川
の
中
に
捨
て
て
い
る
。

防
護
柵
は
、
針
金
や
チ
ェ
ー
ン

で
外
し
や
す
い
よ
う
に
し
て

利
用
し
て
い
る
。

　
河
川
な
の
で
、
非
常
に
危
険

で
あ
り
、
事
故
が
起
き
た
ら
大

変
で
あ
る
。
点
検
な
ど
を
し
て

ほ
し
い
。

【
市
】　
現
地
を
パ
ト
ロ
ー
ル

す
る
と
と
も
に
、
危
険
な
行
為

に
対
し
て
は
、
注
意
す
る
な
ど

の
対
応
を
し
て
い
き
ま
す
。

【
意
見
】　
東
小
学
校
が
新
し

く
な
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
整
備

さ
れ
、
雨
に
よ
る
水
が
た
ま
ら

な
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
1
0

0
ｍ
走
が
で
き

る
場
所
が
無
い

状
況
で
あ
る
。

現
在
、
公
営
住

宅
が
整
備
さ
れ

て
い
る
中
、
今

後
、
公
営
住
宅

の
敷
地
を
含
め
、

1
0
0
m
走
が
で
き
る
よ
う

な
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
を
検
討

し
て
ほ
し
い
。

【
市
】　
今
後
、
関
係
部
署
な
ど

と
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

【
意
見
】　
道
路
標
識
に
つ
い

て
、
西
中
学
校
か
ら
中
富
良
野

町
に
行
く
道
道
に
つ
い
て
、
現

在
、　

キ
ロ
の
速
度
制
限
に

４０

な
っ
て
お
り
、
北
３
号
付
近
か

ら
は
　
キ
ロ
と
な
っ
て
い
る

５０

が
、
全
線
　
キ
ロ
で
も
良
い
の

５０

で
は
な
い
か
。

【
市
】　
こ
の
地
域
は
、
観
光
客

の
レ
ン
タ
カ
ー
が
通
行
す
る

こ
と
が
多
く
、
ワ
イ
ン
工
場
へ

の
出
入
り
口
付
近
に
つ
い
て

は
、交
差
点
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

　
キ
ロ
に
制
限
し
て
い
る
と

４０聞
い
て
い
ま
す
。

　
　
月
　
日
、
本
年
度
２
回
目
の
連
合
町
内
会
長
会

１１

２９

議
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
災
害
へ
の
備
え
や

除
排
雪
体
制
を
は
じ
め
、
今
年
度
の
各
種
施
策
事
業

や
地
域
課
題
に
つ
い
て
も
意
見
交
換
し
、
多
く
の
貴

重
な
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
抜
粋

し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　
　
　

鰹問 
市
民
協
働
課
　
拶
３
９
‐
２
３
１
１

災
害
の
備
え
に
関
す
る

意
見

【
意
見
】　
８
月
の
災
害
時
の

避
難
体
制
に
つ
い
て
、
F
A
X

で
市
役
所
か
ら
災
害
に
関
す

る
連
絡
が
あ
っ
た
が
、
東
山
地

域
で
は
、
車
で
地
域
内
を
周
る

の
は
大
変
で
あ
る
。
防
災
無
線

を
設
置
す
る
な
ど
検
討
で
き

な
い
か
。

【
市
】　
防
災
無
線
の
設
置
に

は
莫
大
な
費
用
が
か
か
る
た

め
、
断
念
し
た
経
過
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
本
市
で
は
、
災

害
発
生
時
の
情
報
の
伝
達
手

段
の
多
様
化
を
図
っ
て
お
り

ま
す
。
連
合
会
長
・
町
内
会
長

平
成
　
年
度

２８第第
２２
回回

連連
合合
町町
内内
会会
長長
会会
議議
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　　　安心した１年を送るために

　　　　　特定健診を受けましょう!!

住　所電話番号実施医療機関

弥生町６ー３１拶39-1133内海内科クリニック

末広町６ー２０拶22-4341かわむら整形外科医院

住吉町１ー３０拶23-2181富良野協会病院

幸町９ー１２拶56-7058ふらの消化器・内科クリニック

桂木町２ー７７拶23-6600ふらの西病院

山部東町7-34拶56-7088山部診療所

本町１ー１０拶22-2025渡部医院

４０歳以上の国保加入の方へ

～健康診断（特定健診）を受ける意義～

　心筋梗塞や脳梗塞・脳卒中などは、突発的に起きる病気と考えてい

ませんか。これらの病気は、死に至ることもあり、また、後遺症が残っ

て以前のように健康的な活動ができなくなる恐ろしい病気です。

　これらの病気の原因は、血管の傷みが少しずつ進行し、動脈硬化に

なることで起きるのです。動脈硬化には、自覚症状がありません。生

活習慣病の多くは、発症・倒れるまで自覚症状がほとんどないのが特

徴です。

　そこで、高血圧や高血糖、脂質異常などの血管を傷める危険性があ

るのか、それとも危険性が低いのかを自分で判断できるようにするの

が、健康診断（特定健診）なのです。

～健診を受けてほしい理由～

　症状が出ないうちに危険性が分かると病気になる前に対応できるか

ら、そしてもしも病気の初期状態なら根治が望める可能性が高いから

です。

　予防、そして早期発見早期治療は、明らかに人生の質を低下させな

い要因です。

　自覚症状が出る前に、１年に一度は健康診断を受け、安心した１年

を迎えるようにしませんか。

　特定健診に要する時間は、事前予約をし

ての受診となりますので、概ね３０分程度で

す。健診料金は無料です。

　これまで特定健診を受診した方の中には、

初めて、または何年かぶりに受診して糖尿

病や高血圧であることが分かり治療を開始

した方が何人もいます。

　ここ数年、あるいは過去に一度も健診を

受けたことがない方は、ぜひ１年の始めに

健診を受け、自分の体と生活習慣の確認を

してみましょう。

果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果

平成28年度の特定健診は１月31日まで診療所や病院で受診できます

問い合わせ　保健医療課　拶３９‐２２００

特定健診を実施している病院・診療所

※受診を希望するところに事前に電話し、予約した
　日時に受診してください
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を
側
面
支
援
す
る
形
で
「
棒
積
み
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
組
織
化
し
、
地
域

特
性
の
保
全
を
生
徒
た
ち
と
学
び
共

有
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
今
年
は
東
山
エ
リ
ア
フ
ォ

　
　
　
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催
や
、

特
産
品
で
あ
る
青
エ
ン
ド
ウ
豆
を
契

機
と
し
た
「
棒
積
み
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
ス
タ
ー
ト
と
、
東
山
地
域
の
魅
力

を
模
索
し
て
き
ま
し
た
。
手
探
り
で
、

今
思
え
ば
無
謀
な
企
画
が
少
な
か
ら

ず
形
を
成
す
こ
と
が
で
き
た
の
も
、

一
重
に
地
域
を
は
じ
め
、
み
な
さ
ん

の
温
か
い
支
援
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

で
す
。

　
来
る
新
年
は
、
手
が
け
て
き
た
企

画
を
繋
ぎ
合
わ
せ
て
一
体
化
さ
せ
、

完
成
さ
せ
る
も
の
は
仕
上
げ
、
継
続

さ
せ
る
べ
き
も
の
は
焦
点
を
ク
リ
ア

に
し
て
い
き
ま
す
。　
ま
た
、
地
元
樹

海
中
学
校
と
の
連
携
を
強
化
し
、
掲

げ
ら
れ
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
教
育
」

 地
域
お
こ

地
域
お
こ
しし

協
力
隊
通

 　
協
力
隊
通
信信
迂迂

東東 山山
笠原伸笠原 伸介介さんさん

フェイスブックで情報
発信をしています

富良野市地域おこし協力隊

検  索 角フェイスブックを
　チェック！

▲地域イベントへ積極的に参加

珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊

地域おこし協力隊!地域おこし協力隊!!!

▲２０１６年度感動の一枚「青空とジャガイモ畑」

《豊穣の朝》
上堀 孝之さん

入選作入選作品品

《平沢の春》
佐藤 義行さん 《北斗七星》

野宮 勉さん

《夏の西達布》
斉藤 都さん

《豆ニオ》
斉藤 綾さん

《白い夜明け》
石山 廣喜さん

《
夕
暮
れ
の
西
達
布
消
防

倶
楽
部
》
湯
本
 雅
信
さ
ん

《向日葵の絨毯》
後藤 翔真さん

《農作業》
萩原 直希さん

ふ
ら
の
東
山
エ
リ

ふ
ら
の
東
山
エ
リ
アア

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
６６
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　中富良野　

ウインターフェスティバル２０１７
　雪像と巨大滑り台、冬ならではのスポーツ
競技や雪を使った遊びなど楽しいイベント
が盛りだくさん！フィナーレには夜空を彩
る花火が打ち上がります。子どもから大人ま
で冬を楽しみましょう。

と　き　２月１２日鰹日 
ところ　北星スキー場

鰹問 ウインターフェスティバル事務局（教育委員会）
　拶４４‐２２０４

今月のテーマ

冬のイベント

ちょっくら

となりまち

　占冠　

アイスキャンドルナイト
占冠２０１７

　極寒の占冠村に約１,０００個の「アイスキャン
ドル」が並び夜を灯します。チューブ滑り台
や占冠グルメ販売コーナー、アイスキャンド
ルコンテスト、花火大会なども開催しますの
で、ぜひお越しください。

と　き　２月１１日鰹土 　正午～午後８時
ところ　道の駅自然体験しむかっぷ

鰹問 NPO法人占冠・村づくり観光協会　拶３９‐８０１０

　南富良野　

かなやま湖冬の風物詩
「氷上わかさぎ釣り」

　かなやま湖のわかさぎ釣りシーズンが到
来。町では釣り場の管理などを行っていませ
んので、釣りをする場合は氷の厚さや周辺の
状況を確認し、安全に注意して行ってくださ
い。寒さが厳しくなるこれからが本番です。
ぜひお越しください。

鰹問 南富良野町役場企画課商工観光係　
拶５２‐２１１５

　上富良野　

かみふらの雪合戦大会
　子どものころから慣れ親しんだ雪合戦が
正式競技として今、熱い。昔とは一味違う雪
合戦大会を体験してみませんか。

と　き　２月５日鰹日 　午前８時３０分受付
ところ　日の出公園特設会場
参加料　１チーム１,０００円
申込み　１月２４日鰹火 までに社会教育総合
　　　　センターに申し込みください。

鰹問 上富良野町教育振興課　拶４５‐５５１１

ふらのワインの

  ひみつ
このコーナーでは、ふらのワインに関するさまざまな情報を提供していきます

　　今月のテーマは…

　　ぶどう品種（後編）について

ふらのワインふらのワインををおいしく飲むコおいしく飲むコツツ禦禦

新しいぶどう品種の栽培に挑戦！

　これまでは、セイベル種やドイツ系品種、オーストリア系

品種、そして自家交配品種などといった冷涼な栽培環境に適

しているぶどうを中心にワイン造りをしてきました。しかし、

これらの品種の栽培を始めたころと比べ気象条件が変化し、

富良野で栽培が難しかった高級ワイン向けのぶどう品種も、

近年では栽培できるようになってきました。ふらのワインで

は１３年前から、世界的に有名な高級ワイン向けぶどう品種の

栽培を試験的に開始し、７年前から本格的に栽培しています。

今後は、こうした品種も取り入れながら、さらに美味しいふ

らのワインをめざしていきます。

冬におススメ「ホットワイン」

　極寒の冬におススメの「ホットワイン」！簡単レシピを紹

介します。飲むと体がぽかぽかと温まりますよ！

　◆ホットワインの簡単レシピ◆

虚ふらのワイン（赤）とふらのぶどう果汁（赤）を１：１で
　混ぜ合わせて、耐熱カップに入れます。

許電子レンジで１分程度温めます。
　沸騰しない程度に温めるのがコツ！

※好みに合わせて果汁の量を調整して
　みてください。

近年栽培を始めた新しいぶどう品種を紹近年栽培を始めた新しいぶどう品種を紹介介
葛ピノ・ノワール（黒ぶどう）
　フランスを代表する黒ぶどう。有名なロマネ
・コンティは、このぶどうを原料にしています。
ベリー系果実の香り、ふくらみのある味わい、
上品な余韻が特徴の世界的人気品種。ふらのワ
インピノ・ノワールで使用。

葛カベルネ・ソービニオン（黒ぶどう）
　世界各地で栽培されている有名な品種。ポ
ピュラーなものから高級なものまで幅広い商
品が販売されています。濃厚な味わい、しっか
りとした渋味が特徴。シャトーふらの赤、ヌー
ベルアージュで使用。

葛メルロー（黒ぶどう）
　フランスで最も栽培面積の広い黒ぶどう。濃
厚な風味ながら口当たりが柔らかいバランス
のとれた味わいが特徴です。シャトーふらの赤、
ヌーベルアージュで使用。

葛リースリング（白ぶどう）
　ドイツ生まれの白ぶどうで、普通の白ワインだけではなく、
スパークリングやアイスワイン、貴腐ワインにも使用されて
いる人気品種。植栽2年目につき商品化は3年後くらい（予定）。

葛シラー（黒ぶどう）
　主に、フランスやオーストラリアで栽培されている黒ぶど
う。スパイシーな香りや濃厚な味わいが特徴です。植栽1年
目につき商品化は4年後くらい（予定）。
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◆開館時間　
　火～金曜日　
　午前１０時～午後６時
　土・日曜日　
　午前９時～午後５時

◆１月の休館日
　毎週月曜日

　１日鰹日 ～５日鰹木 
　２７日鰹金 

鰹問 図書館　拶２２‐３００５

注目の本！

　ネコの井戸端会議、ウサギ
の探検、おあずけビーグル、
ヒマワリ畑のハムスター…。
あみぐるみの動物と、ミニ
チュアサイズの小物の編み
方を紹介。柴犬の編み方はプ
ロセス写真入りで解説する。

　あみぐるみのおさんぽ 
おおまち まき 

ＢＯＯＫＳ

卿

平
成
元
年
（
１
９
８
９
年
）

は
ま
な
す
国
体
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

一般書NEW

カスタードのおやつ
/ 森崎 繭香

小さな布箱づくり 
/ 広岡 ちはる

じゃがいもデ版画
/ 山室 眞二

児童書 NEW

じてんしゃのほねやすみ
/ 長谷川 義史　

ぼく、仮面ライダーになる！
エグゼイド編 / のぶみ

ノラネコぐんだん そらをとぶ
/ 工藤 ノリコ

展示・イベント

【２階多目的ホール】
　新年おはなし会　　　　１月１４日鰹土 　午前10時30分
　※英語のおはなし会はお休みです

【１階読み聞かせコーナー】
　どんぐりおはなし会　　１月１８日鰹水 ・２５日鰹水 　午後３時
　　　　　　　　　　　　（４日・１１日はお休み）

授乳室をご利用くださ授乳室をご利用くださいい

　赤ちゃんと一緒でも安心して図書館を利用できるよ
う、１階に授乳設備を備えた授乳室を設置しました。ミ
ルク調整用小型電気温水器や授乳用リラックスソファ、
おむつ交換台などを備え付けていますので、気軽に利
用してください。

　
冬
・
夏
・
秋
の
大
会
す
べ
て
を
北
海
道
で
開
催
す
る
第
　
回
国
民

４４

体
育
大
会
（
は
ま
な
す
国
体
）
が
、
全
道
各
地
で
開
催
さ
れ
た
。

　
富
良
野
市
に
お
い
て
も
、
平
成
元
年
９
月
４
日
と
５
日
、
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
行
事
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
道
北
大
会
が
、
宗
谷
・
上

川
・
留
萌
支
庁
管
内
か
ら
選
抜
さ
れ
た
強
豪
　
チ
ー
ム
、
６
２
３
人

９１

が
参
加
し
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
芝
の
コ
ー
ト
を
舞
台
に
、
熱
い

戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

地
元
か
ら
も
６
チ
ー
ム
が
参

加
し
、
力
の
入
っ
た
好
勝
負

を
展
開
し
た
。
市
民
の
応
援

に
も
熱
が
入
り
、
国
体
に
ふ

さ
わ
し
い
盛
り
上
が
っ
た
大

会
と
な
っ
た
。

▼
地
元
を
代
表
し
て
選
手
宣
誓

▼

栄
誉
を
讃
え
て
表
彰
式



1155 FFuurraannoo 22001177--11

お子さんの写真を募集しています！

応募は、①住所②氏名③電話番号④お子さんの名前（ふりがな）と年齢⑤簡単なコメントを添えて、持参・郵送・

メールのいずれかの方法で「広報ふらの」までお寄せください。（メールアドレス　kikaku-ka@city.furano.hokkaido.jp） 

原田圭悟原田  圭  悟 さんさん (２歳) 瑞穂町(２歳)　瑞穂町

けいけい ごご

坂下 隼汰坂下  隼  汰 さんさん (５ヵ月) 末広(５ヵ月)　末広町町

しゅん た

初めての飛行機、大阪満喫初めての飛行機、大阪満喫～～璽璽

富富富富富富富富富富富
良良良良良良良良良良良
野野野野野野野野野野野
市市市市市市市市市市市
・・・・・・・・・・・
フフフフフフフフフフフ
ァァァァァァァァァァァ
ミミミミミミミミミミミ
リリリリリリリリリリリ
ーーーーーーーーーーー
・・・・・・・・・・・

サササササササササササ
ポポポポポポポポポポポ
ーーーーーーーーーーー
トトトトトトトトトトト
セセセセセセセセセセセ
ンンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーー

鰹問 
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

拶
２
２
‐
３
１
０
０

　
　
　
　

◆
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
交
流
会

　
子
育
て
の
援
助
を
希
望
す
る
依
頼
会
員

と
提
供
会
員
が
互
い
に
交
流
し
、
安
心
し

て
子
ど
も
を
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を

め
ざ
し
て
、
交
流
会
も
開
催
し
ま
し
た
。

第
１
回
　
調
理
実
習
・
茶
話
会

第
２
回
　
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
情
報
交
換
会

第
３
回
　
び
ょ
う
い
ん
あ
ー
と
ぷ
ろ
じ
ぇ
く
と

　
　
　
　
　
日
野
間
代
表
の
講
演
会

第
４
回
　
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

４３人

１２８人

依頼会員
７６人

提供会員
３３人

両方会員
１９人

許許

虚虚

距距

虚虚

許許

距距

１８人

１７人

８人

Ｈ26年１０月　Ｈ２８年１０月

会　員　数利　用　料

◆
月
曜
～
金
曜

　
午
前
７
時
～
午
後
７
時

３
０
０
円
（
　
分
）

３０

◆
土
日
曜
・
祝
日
・
年
末
年
始
・

　
右
記
以
外
の
時
間
帯

３
５
０
円
（
　
分
）

３０

◆
サ
ポ
ー
タ
ー
講
習
会

　
平
成
　
年
８
月
か
ら
活
動
を
開
始
し

２６

た
「
富
良
野
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
毎
年
、
提
供

会
員
（
サ
ポ
ー
タ
ー
）
に
な
ろ
う
と
す

る
人
や
、
フ
ァ
ミ
サ
ポ
事
業
に
興
味
を

持
っ
て
い
る
人
な
ど
を
対
象
に
、
保
健

師
や
臨
床
発
達
心
理
師
、
消
防
署
職
員

な
ど
か
ら
、
子

ど
も
と
の
関
わ

り
方
や
応
急
措

置
の
方
法
な
ど

を
学
ぶ
サ
ポ
ー

タ
ー
講
習
会
を

開
催
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
　１１

月
　
日
か
ら
４

２１
日
間
の
日
程
で

開
催
し
ま
し
た
。

利用方法

提供会提供会員員
（サポ（サポーーター）ター）

依頼会依頼会員員

ファミサファミサポポ

ササポポーートト
申申込込みみ

調調整整

１１人人でで 悩悩 まま ずず 相相談談 をを！！ ファミサ　 ファミサポポはは あなたあなたのの味方味方で すで す ！！

活動開始以来

会員は３年で

約３倍

まずは
会員登録！

もうすぐ３歳でもうすぐ３歳ですす辞辞
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ズームアップ

まちのできごと

▼札響からの贈り物
札幌交響楽団富良野公演　１２月１７日鰹土 

制施行５０周年を記念し、世界的な音響を誇る

kitaraを拠点に活動している札幌交響楽団が、

文化会館でクリスマスコンサートを開催しました。

当日は、札響の響きを楽しもうと３２０人が来場し、

「舞踏会の美女」「チキンリール」「そりすべり」

「プリンク・プランク・プルンク」「クリスマス・

フェスティバル」などが演奏され、透明感と迫力

ある演奏に来場客は魅了されていました。

市

▼富良野メロンを全国へ
富良野メロン研究会創立４０周年式典　１１月２５日鰹金 

ロン生産者で組織する富良野メロン研究会が

創立４０周年の節目を迎え、このほど記念式典

をニュー富良野ホテルで開催しました。当日は、

約８０戸の生産者が出席し、歴代の役員などを表彰

しました。亀渕貴史会長は「高齢化や労働力不足

など、農業情勢は厳しいが、４０年間培ってきた高

品質な富良野メロンを、これからも全国の消費者

へ届けていきます」と話していました。

メ
▼高齢者の見守りに一役

地域見守り活動に関する協定調印式　１１月３０日鰹水 

域で高齢者などを見守り、安否確認などを協

力・連携して実施し、住みやすい地域づくり

を進めるため、旭川地方道新会近郊地区会の市内

３つの北海道新聞販売所（太田販売所・荒田販売

所・横井販売所）と市が地域見守り活動に関する

協定に調印。今後は新聞配達などで高齢者宅で異

変を察知した場合は、速やかに市に連絡するなど、

地域での見守り活動の充実を図っていきます。

地
▼国立公園の保全を探る

原始ヶ原シンポジウム　１２月４日鰹日 

たに施行された山の日を記念して、富良野岳

南麓に広がる自然豊かな「原始ヶ原」の魅力

を通して、国立公園の自然環境の保全を考えるシ

ンポジウムが文化会館で開催され、約１１０人が参加

しました。アウトドア用品メーカーのモンベルグ

ループ代表の辰野勇さんが、冒険家として自身の

実体験にもとづく国立公園の保全や、登山者の意

識やマナーについて、話していました。

新
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ズームアップ

まちのできごと

▼富良野の未来を考えよう
第１０回子ども未来づくりフォーラム　１１月３０日鰹水 

ち・ひと・しごと創生総合戦略にもとづき、

子どもたちの人材育成とキャリア教育を目的

とした、子ども未来づくりフォーラムを文化会館

で開催しました。子どもたちは、富良野の農業や

自然、地域で課題になっている廃校舎の利活用な

ど、仲間同士で真剣に調べたり考えたりしたこと

を、大人顔負けの素晴らしいプレゼンで披露し、

自分たちの考えを堂々と発表していました。

ま

ま ち の で き ご と
ZZOOOOMMUUPPFFUURRAANNOO
ズズーームムアアッッププふふららののズズーームムアアッッププふふららのの

▼ぼくのパンチを受けてみろ！
北都プロレスinやまべ２０１６　１２月３日鰹土 

年で５回目の開催となった北都プロレスinや

まべ２０１６。今回は８月に台風被害を受けた南

富良野町の災害支援チャリティーイベントとして

開催し、たくさんの人が善意を届けようと来場。

オープニングマッチでは、子どもたちがレスラー

相手にパンチやキックをお見舞いすると、会場に

は大きな歓声が響き渡りました。その後、レスラー

たちは明るく楽しい試合を披露していました。

今

▼魅力たっぷりの農業を発信
ふらの未来農業ＥＸＰＯ２０１６　１１月１６日鰹水 ～２０日鰹日 

業のまちを市内外により強く発信するため、

「ふらの未来農業 EXPO２０１６」を初開催。「学

ぶ」「つながる」「発信する」を合言葉に、「ふらの

未来農業ゼミナール」をはじめ、「ふらの未来農業

フォーラム」「農業機械・資材・ IT 展（写真）」

「フラノファーマーズギフトショー」など、多種多

様なイベントが行われました。今後も多くの人や

団体と連携し、「農業のまち」をＰＲしていきます。

農

▼友好の絆、さらに深めて
第３９回西脇子午線マラソン大会参加報告　１２月１４日鰹水 

好都市西脇市で開催されている西脇子午線マ

ラソン大会に招待選手として、木下 礼  希 さん
あや き

（緑峰高校勤務）が参加し、スポーツを通じて友好

の絆を深めてきました。木下さんは年代別の女子

１０kmの部に出場し、２０人中５位入賞の好成績を収

めました。木下さんは「温かく応援してくれた人

たちのおかげで、最後まで走りきり入賞すること

ができました」と話していました。

友

▲入賞を記念し西脇市の片山市長（左）・笹倉教育長（右）とのスリ入賞を記念し西脇市の片山市長（左）・笹倉教育長（右）とのスリーーショッショットト
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加入者が死亡した場合、その加入者により生計を

維持されていた遺族が受け取れます。

※学生や所得が少ない５０歳未満の方には「学生納

付特例制度」「納付猶予制度」など、保険料の納付

が猶予される制度がありますので、くわしくは問

い合わせください。

保険料の支払いはお忘れなく

鰹問 市民課市民年金係　拶３９‐２３０１

国民年金・老齢基礎年金の裁定請求手続き

昭和２７年１月生まれ(満６５歳)の方は、満６５歳の誕生日

以降に手続きをしてください。すでに厚生年金を受給

している方は、誕生月に送られてくるはがきを返送す

ることで、基礎年金の手続きが完了します。

市役所②番窓口にお越しください。必要なものは印鑑・預金通

帳・戸籍全部事項証明（戸籍謄本）・住民票謄本などです。

新成人のみなさん！  ２０歳になったら国民年金

　国民年金は、年をとったときやいざというときの

生活を、現役世代みんなで支えようという考えで作

られた仕組みです。若いときから加入し保険料を納

め続けることで、年をとったときや、病気やケガで

障がいが残ったとき、家族の働き手が亡くなったと

きに、年金を受け取ることができます。

― 国民年金のポイント ―　

虚将来の大きな支えになります！

　２０歳から６０歳までの方が加入し、保険料を納める

制度です。国が責任をもって運営し、年金の給付は

生涯にわたって保障されます。

許老後のためだけのものではありません！

　年をとったときの老齢年金のほか障害年金や遺

族年金もあります。障害年金は、病気や事故で障が

いが残ったときに受け取れます。また遺族年金は、

喫煙は最大の死亡原因

　喫煙による年間死亡数は約１３万人、受動喫煙で

は約１万５千人と推計され、喫煙は日本人の最大

の死亡原因です。

　がんの４割は、喫煙が原因として考えられてい

ます。COPD（慢性閉塞性肺 疾  患 ）の６割は喫煙が
しっ かん

原因で、胸部・腹部大動脈 瘤 、消化性
りゅう

 潰 
かい

 瘍 も喫煙
よう

と関係が深いことがわかっています。特に、習慣

的な喫煙で影響を受けるのは血管です。喫煙は、

糖代謝異常（血糖の上昇、インスリン感受性の低

下など）や脂質代謝異常（HDLの低下、中性脂肪

やLDLコレステロールの上昇）を引き起こし、血管

の動脈硬化を進行させます。また、メタボリック

シンドロームの発症や慢性腎臓病（CKD）の発症

と重症化の一因にもなり、虚血性心疾患、くも膜

下出血の４割は喫煙が原因とされています。さら

に認知症の発症や要介護状態につながるおそれも

あります。糖尿病の人が喫煙すれば腎臓の機能が

さらに低下してCKDや透析に至るリスクが高まり

ます。受動喫煙についても、肺がんや虚血性心疾

患・脳卒中の死亡率などが上昇します。

禁煙で健康被害を防ぎましょう

　このように喫煙は「万病の元凶」であり、禁煙

は重要かつ優先順位が高い健康課題となっていま

す。喫煙の本質は、「ニコチン依存症」のため、自

力で禁煙するのも良いですが、禁煙外来や禁煙補

助剤を利用した方が、「比較的楽に」「より確実に」

「費用もあまりかからずに」禁煙することができま

す。

すぐ禁煙を！　喫煙は万病の元凶

今月のテーマは

こんにちは

保健師です！

禁煙外来・禁煙補助剤の利用について

虚禁煙の補助剤を使うことにより、離脱症状が

　抑えられるため、比較的楽にたばこをやめる

　ことができます

許薬やカウンセリングによって、２倍から３倍

　禁煙成功率が高まります

距医療機関で禁煙治療を受ける費用は、健康保

　険が使える場合、１日１箱喫煙する場合のた

　ばこ代に比べて安くなります 

　禁煙外来で相談しましょう！
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クーリング・オフ葉書は富

良野郵便局、若葉郵便局、

山部・東山支所にも置いて

あります。また、消費生活

センターと山部・東山支所

に「タオル等回収ボック

ス」が設置されています。

不要になったタオル類・白

メリヤス・毛布の回収にご

協力ください。

消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ消費生活センターーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
若松町１７番１号　拶３９‐１１６６
 　月～金  午前１０時～午後４時

ダイヤル交換市もやってます！

◆譲ります　　　　　　　　　　　　　　 　  
捌捌座椅子式マッサージ座椅子式マッサージ機機捌捌琴琴捌捌エレクトーンエレクトーン捌捌折り畳みベッド折り畳みベッド

捌捌子ども用紙おむつ（Ｌ子ども用紙おむつ（Ｌ））

◆譲ってください　　　　　　　　　　　  　 
捌捌柔道着（４～５号柔道着（４～５号））捌捌ベビーカーベビーカー

相相談談すするるなならら

再確認！

排出方法とマナー

環環境境課課かからら
おお知知ららせせ

拶拶３３９９--22330088 

ルールを守って　　　　　　　　
資源ごみを出しましょう

　各種資源ごみの分別について、市民のみなさ
んに協力をお願いしていますが、最近、指定袋
に他のごみが混入したり、指定袋以外でごみを
出している状況が増えてきています。
　警告シールで取り残されている事例としては、
二重袋、指定袋・無色透明な袋以外のレジ袋の
使用、金属・生ごみなど他のごみが混入してい
る状況が特に目立ちます。
　資源回収ステーションは、町内会で管理され、
分別せずにごみを出すと、町内会のみなさんに
迷惑をかけてしまいます。

「分ければ資源、混ぜればごみ」を合言葉に、
きちんと分別ルールを守って、ごみを出し
ましょう！
※くわしくは、「ごみの分け方・出し方ガイド
ブック（写真左）」や市ホームページ「ごみ分別
辞典（右）」をご覧ください。

粗大ごみ・小型電気ごみついて

　１月の粗大ごみ・小型電気ごみの排出申し込
みの受け付けは１月２５日鰹水 までです。
　回収日は、２月２日鰹木 、または２月３日鰹金 です。

「粗大ごみ・電気ごみ処理券」販売「粗大ごみ・電気ごみ処理券」販売所所 
　処理券は下記で取り扱いをしています。

自市役所（環境課）　自山部・東山支所支所
自ローソン富良野 若松店
自ローソン富良野 緑町店
自ローソン富良野 協会病院店
自セブンイレブン富良野 山部店
自セブンイレブン富良野 北の峰店

※処理券を購入後、必ず環境課に
収集の申し込みをしてください。

▲

販
売
所
の
目
印

今月の豆知識は

スマートフォンの家庭教育

１１ フィルタリングを設定しましょう 

・フィルタリングは厳しい制限でスタートし、成長

　に合わせて緩めていきましょう。

・「フィルタリングの利用」は、ゴールではありま

　せん。一人で安全に使う能力を子どもが身につけ

　ることがゴールです。

２２ 家庭でのルールを作りましょう 

・親が一方的に決めるのではなく、子どもに考えさ

　せ親子で話し合いながら、無理せず「守れるルー

　ル」を作りましょう。

・時間、場所、場面、使い方がポイント。

・「守れなかった時どうするか」を盛り込みましょう。

３３ 親に気付きにくい問題 

・悪意のある大人による「誘い出し」（性犯罪被害）

・不適切な発言（不用意な書き込み、ネットいじめ）

４４ 子どもにスマホを使わせるときの親の心構え 

・子どもが相談してきたら叱ったりせず「よく相談

　してくれたね」と声をかけ、解決策を考えてあげ

　ましょう。

・インターネットには、誰に見られているか分から

　ない公開性、完全に削除できない記憶性があり、

　匿名性がない事を十分に理解しておきましょう。

ここをクリッここをクリックク

 「ごみ分別辞典「ごみ分別辞典」」
ごみ分別辞ごみ分別辞典典
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富
良
野
市
が
平
成
　
年
度
及

２９

び
平
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年
度
に
発
注
す
る
工

３０

事
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ど
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を
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れ
る
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資
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書
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受
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行
い
ま
す
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申
請
方
法
な
ど
、
く
わ
し
く

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な

お
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

詳
細
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

受
付
項
目

虚
建
設
工
事

許
建
設
工
事
に
係
る
設
計
・
測

量
等
業
務
　

距
下
水
道
処
理
場
の
委
託
業
務

鋸
除
排
雪
の
委
託
業
務

漁
砂
利
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
、
ス
ノ
ー
ポ
ー
ル
、

木
材
な
ど
の
物
品
購
入

禦
除
雪
車

受
付
期
間
　

　
１
月
　
日
鰹火 
～
２
月
　
日
鰹金 

１７

１７

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

提
出
書
類
　
　

　
市
町
村
統
一
様
式
【
（
一
社
）

北
海
道
土
木
協
会
な
ど
が
発
行

し
て
い
る
申
請
書
】、
登
記
事
項

証
明
書
、
各
種
証
明
書
、
納
税

証
明
書
、　

円
切
手
貼
付
の
返

８２

信
用
封
筒
、
誓
約
書
（
富
良
野

市
様
式
）
な
ど
。

　
物
品
・
除
排
雪
は
、
富
良
野

市
独
自
様
式
。
登
記
事
項
証
明

書
・
各
種
証
明
書
な
ど
は
コ

ピ
ー
可
、
証
明
日
か
ら
3
カ
月

以
内
で
あ
る
こ
と
。

※
Ａ
４
の
紙
フ
ァ
イ
ル
に
綴
じ

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

経
営
事
項
審
査
に
つ
い
て

　
経
営
事
項
審
査
結
果
通
知
書

の
有
効
期
間
は
基
準
日
か
ら
１

年
７
カ
月
で
す
。
入
札
参
加
資

格
審
査
後
、
経
営
事
項
審
査
の

更
新
や
変
更
が
あ
る
場
合
は
、

そ
の
都
度
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。
提
出
が
な
い
場
合
は
、
入

札
に
参
加
で
き
な
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

鰹問 
財
政
課
　拶

３
９
‐
２
３
０
６

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
入
札

参
加
資
格
申
請
に
つ
い
て

　
富
良
野
広
域
連
合
（
環
境
衛

生
セ
ン
タ
ー
）
は
、
平
成
　
年
２９

４
月
１
日
か
ら
平
成
　
年
３
月

３１

　
日
の
間
に
契
約
の
見
込
ま
れ

３１る
物
品
購
入
及
び
役
務
の
調
達

に
つ
い
て
、
指
名
競
争
入
札
に

ごみＱ＆Ａ

Ｑ.壊れたノートパソコン
は小型電気製品専用袋で
出せますか？

Ａ．小型電気製品専用袋では
出せません。家庭用パソコン
は資源有効利用促進法にもと
づき、市で回収しないごみに
なっています。メーカーがわ
かるパソコンはメーカーに問
い合わせください。メーカー
がわからない場合は、「パソコ
ン３R推進センター（拶０３‐
５２８２‐７６８５）」が回収します。
なお、それぞれ有料の引き取
りになります。

Ｑ.古いスキーはどのよう
に出したら良いですか？

Ａ．スキー板及びストック一
式は、粗大ごみ処理券を購入
して出してください。また、
スキー靴は、固形燃料専用袋
で出してください。

1月号

参
加
し
よ
う
と
す
る
方
の
資
格

申
請
書
（
指
名
願
）
の
受
け
付

け
を
行
い
ま
す
（
建
設
工
事
を

除
く
）。

受
付
期
間

　
１
月
　
日
鰹火 
～
2
月
　
日
鰹金 

１７

１７

鰹問 
富
良
野
広
域
連
合
（
環
境
衛

生
セ
ン
タ
ー
）

拶
２
２
‐
４
３
７
６

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

調
理
師
の
み
な
さ
ん
へ

　
働
い
て
い
る
調
理
師
は
、「
調

理
師
業
務
従
事
者
届
」
を
出
す

こ
と
が
調
理
師
法
で
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

対
　
象
　
次
の
と
こ
ろ
で
調
理

の
業
務
に
従
事
し
て
い
る
方

虚
寄
宿
舎
、
学
校
、
病
院
、
事

業
所
、
社
会
福
祉
施
設
、
介
護

老
人
保
健
施
設
、
そ
の
他
多
数

人
に
飲
食
物
を
調
理
し
て
供
与 ありがとうございます

島田 暁子さん 
（博物館へ）　　古書１点 

鈴木 秀一さん
（ふるさと納税）金５万円

鈴木 登さん
（ふるさと納税）金１万円

鈴木 知恵子さん
（ふるさと納税）金１万円

寄 付

このページは広告料収入で作成しています

広告

広報ふらのに広告
を掲載しませんか

　市では、「広報ふ
らの」の「くらし
の情報」下段に有
料広告を掲載して
います。会社やお
店の宣伝にご利用
ください。

鰹問 企画振興課

拶３９-２３０４



2211 FFuurraannoo 22001177--11

し
て
い
る
施
設

許
飲
食
店
営
業
、
魚
介
類
販
売

業
、
そ
う
ざ
い
製
造
業

提
出
期
限
　
１
月
　
日
鰹日 

１５

用
紙
配
布
及
び
届
出
先

虚
す
み
れ
旅
館
（
朝
日
町
４
番

　
号
　
拶
２
３
‐
４
７
６
７
）

３０許
す
ず
き
旅
館
（
栄
町
１
番
　３１

号
　
拶
２
２
‐
２
０
０
０
）

距
と
き
わ
食
堂
（
山
部
中
町
３

番
１
号
　
拶
４
２
‐
２
５
５
６
）

※
く
わ
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

鰹問 
富
良
野
保
健
所
　

拶
２
３
‐
３
１
６
１

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

暴
風
雪
は
　
　
　
　

　
危
険
が
い
っ
ぱ
い

　
平
成
　
年
３
月
２
日
に
は
全

２５

道
的
に
暴
風
雪
と
な
り
、
吹
き

だ
ま
り
や
局
地
的
な
大
雪
に
よ

り
９
人
の
方
が
亡
く
な
る
痛
ま

し
い
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
気
温

が
高
く
天
気
の
良
い
日
は
、
大

荒
れ
の
前
触
れ
か
も
知
れ
ま
せ

ん
の
で
、
気
象
情
報
で
天
気
を

確
認
す
る
よ
う
日
ご
ろ
か
ら
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

暴
風
雪
の
遭
遇
す
る
と
…

虚
ホ
ワ
イ
ト
ア
ウ
ト
に
よ
り
方

向
感
覚
が
な
く
な
り
、
自
分
の

場
所
が
分
か
ら
な
く
な
る

許
車
が
動
か
な
く
な
る

　
暴
風
雪
に
遭
遇
し
た
場
合
は

そ
の
場
に
と
ど
ま
っ
て
や
り
過

ご
し
、
む
や
み
に
動
か
ず
に
天

候
が
回
復
す
る
ま
で
待
つ
こ
と

も
方
策
の
一
つ
で
す
。
最
新
の

気
象
情
報
を
入
手
し
て
、
暴
れ

る
雪
か
ら
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

鰹問 
旭
川
地
方
気
象
台
　

拶
０
１
６
６
‐
３
２
‐
７
１
０
２

 催
　
し

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ま
ち
を
つ
く
ろ
う
　
　

ふ
ら
の
ゆ
め
ら
ん
た
ん

　
家
族
を
こ
え
た
人
た
ち
が
、

ゆ
め
を
も
ち
よ
り
、
み
ん
な
で

ら
ん
た
ん
を
あ
げ
ま
す
。

と
　
き
　
１
月
　
日
鰹土 

２１

　
　
午
後
２
時
　
分
受
付
開
始

３０

　
　
午
後
３
時
　
分
開
会

４５

と
こ
ろ
　
富
良
野
緑
峰
高
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
及
び
体
育
館
（
上
履

き
が
必
要
で
す
）

参
加
料
　
無
料

※
天
候
に
よ
り
予
定
が
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

鰹問 
暮
し
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ふ
ら
の

み
ら
い
ら
ぼ
事
務
局

拶
２
３
‐
４
０
０
０

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
　

　
愛
犬
の
首
輪
作
り

　
い
ら
な
く
な
っ
た
革
ベ
ル
ト

を
再
利
用
し
て
、
愛
犬
（
小
型

犬
）
の
た
め
に
首
輪
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
愛
犬
と
お
そ
ろ

い
の
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
も
作
り
ま

す
。

と
　
き
　
２
月
　
日
鰹火 
・
　
日
鰹木 

１４

１６

　
　
　
　
午
後
7
時
～
９
時

と
こ
ろ
　
文
化
会
館

料
　
金
　
１
５
０
０
円
（
材
料
費
）

定
　
員
　
先
着
８
人

講
　
師
　
市
山
 翔
大
さ
ん
（
レ

ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
メ
デ
ィ
ス
ン
）

申
込
み
　
１
月
　
日
鰹火 
ま
で
電

３１

話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

鰹問 
社
会
教
育
課拶

３
９
‐
２
３
１
８

民生委員・児童委員が決まりました 　平成２８年１２月１日現在　鰹問 福祉課　拶３９‐２２１１
担当地域氏　名担当地域氏　名担当地域氏　名

鳥沼全域、南大沼１森田 浩錦町１・７・８・１０番、花園町中山 英利子朝日町全域澤又 涼子

富丘、八幡丘、布礼別渡部 正行錦町２～６・９・１１～１４番大谷 敬子本町全域林　 順子

東・南・西麓郷池田 修夫住吉町全域岡田 善己日の出町全域桑名 みよ子

北麓郷、麓郷市街地杉本 良一新光町全域四宮 時夫若松町全域齊藤 美智子

山部東町、中町の一部脇坂 寿明瑞穂町全域野原 武幸町全域伊藤 功

山部南町、中町の一部伊藤 和朗東町１～１８番柏倉 正勝末広町8・9・１１～１３・１８～２４番藤原 良一

山部北町山口 悦子東町１９～２２番青山 領子末広町１～７・１０・１４～１７番酒井 勝則

山部西町大高 美津子東麻町全域早川 きみ子弥生町全域平川 竹子

山部北星、桜丘志賀 正幸西・南麻町全域小野寺 明栄町全域高野 知一

山部中央、共進、南陽天間 幸博北麻町全域倉岡 正明若葉町全域長部 みち子

東山あかしや、共栄、光陽、さくら菅野 貢北の峰町１～６番、下御料原 あけみ緑町１～１３番阿部 功

西達布市街、おもと、しらはぎ、

たちばな、のぎく、すみれ、つつじ、

あやめ

青山 照道
北の峰町７～２１番篠嶋 慎一緑町１４～２２番橋本 サチ子

北の峰町２２～２８番荒田 信惠扇町・南町全域鈴木 好光

北の峰町２９～３５番、学田三区、島ノ下、冨問斉藤 眞由美春日町１～９番佐藤 清

老節布市街、松南、北進、平沢山崎 修東・西学田二区、清水山、北斗町阿部 美代子春日町１０～１５番佐藤 敏枝

主任児童委員五区、上・中御料村上 廣美桂木町１～３番松田 尚美

　富良野市全域

山崎 時枝布部全域伴 州堂桂木町４～６番座間 悦子

大佐古 祐子扇山全域岩谷 春子西町全域清水 成男

北村 菜穂子北大沼全域、南大沼２、東雲町宮崎 賢治新富町全域三浦 信行

～富良野協会病院～

皮膚科外来からのお知らせ
　２月より皮膚科外来の診察日が

変更となります。

変更前　月・火・水・金曜日

変更後　月・火・金曜日

※水曜日の診察が休診となります。

　鰹問 富良野協会病院　拶２３‐２１８１
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 募
　
集

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

平
成
　
年
度
学
童
保
育
セ

２９

ン
タ
ー
入
所
児
童
を
募
集

募
集
施
設
　
緑
町
・
桂
木
・
麻

町
・
北
の
峰
・
東
部
学
童
保
育

セ
ン
タ
ー

保
育
時
間
　【
月
～
金
曜
日
】

　
午
後
１
時
～
６
時

【
夏
・
冬
・
春
休
み
、
土
曜
日
、

臨
時
休
校
日
】

　
午
前
８
時
　
分
～
午
後
６
時

３０

利
用
料
　
月
額
　
１
５
０
０
円

入
所
基
準
　
小
学
校
１
～
６
年

生
で
、
放
課
後
保
護
者
が
就
労

な
ど
で
保
育
で
き
な
い
児
童

（
た
だ
し
、
小
学
校
４
～
６
年
生

は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
）

申
込
み
　
１
月
　
日
鰹火 
～
　
日

１０

２７

鰹金 
ま
で
に
社
会
教
育
課
、
各
学

童
保
育
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
申
込

書
に
よ
り
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
各
施
設
定
員
を
超
え
た
場
合
、

他
の
学
童
保
育
セ
ン
タ
ー
を
選

択
す
る
か
、
待
機
児
童
扱
い
と

な
り
、
ま
た
居
住
地
域
に
よ
り
、

入
所
調
整
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
継
続
す
る
児
童
も
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

鰹問 
社
会
教
育
課

拶
３
９
‐
２
３
１
８

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

平
成
　
年
度
保
育
所

２９

入
所
児
童
募
集

　
平
成
　
年
度
の
保
育
所
入
所

２９

児
童
を
募
集
し
ま
す
。
保
育
所

を
利
用
す
る
に
は
「
保
育
認
定
」

が
必
要
に
な
り
、
保
育
を
必
要

と
す
る
事
由
な
ど
を
確
認
し
、

市
が
認
定
と
入
所
調
整
し
ま
す
。

虚
虹
い
ろ
保
育
所

募
集
年
齢
　
０
～
５
歳
児

保
育
時
間
　【
月
～
土
曜
日
】

午
前
７
時
　
分
～
午
後
６
時
　
分

３０

３０

許
へ
き
地
保
育
所
　
　
　
　
　

（
山
部
、
東
山
、
あ
お
ぞ
ら
）

募
集
年
齢
　
２
～
５
歳
児

※
２
歳
児
は
４
月
１
日
時
点
で

満
２
歳
に
到
達
し
た
児
童

保
育
時
間
　【
月
～
金
曜
日
】

午
前
８
時
　
分
～
午
後
３
時
　
分

３０

３０

【
土
曜
日
】午
前
８
時
　
分
～
正
午

３０

【
共
通
事
項
】

入
所
基
準
　
保
護
者
の
就
労
な

ど
の
事
由
で
保
育
の
必
要
性
が

認
め
ら
れ
る
場
合
や
入
所
が
適

当
と
認
め
ら
れ
る
家
庭
の
児
童

利
用
者
負
担
額
　
保
護
者
（
両

親
）
及
び
生
計
中
心
者
の
前
年

度
と
当
年
度
の
市
町
村
民
税

（
所
得
割
額
）
に
よ
り
決
定
し
ま

す
。
同
一
の
世
帯
か
ら
２
人
以

上
の
児
童
が
入
所
す
る
と
き
は
、

２
人
目
は
半
額
、
３
人
目
か
ら

は
無
料
に
な
り
ま
す
。（
保
育
所

の
ほ
か
、
幼
稚
園
な
ど
に
入
園

し
て
い
る
児
童
も
人
数
に
含
む
）

申
込
み
　
１
月
　
日
鰹火 
～
　
日

１０

２７

鰹金 
ま
で
に
こ
ど
も
未
来
課
、
ま

た
は
各
保
育
所
に
あ
る
申
込
書

に
よ
り
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

鰹問 
こ
ど
も
未
来
課

　
　
　
　
拶
３
９
‐
２
２
２
３

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ち
び
っ
こ
探
検
学
校

ヨ
ロ
ン
島
参
加
者
募
集

　
在
日
外
国
人
小
学
生
と
活
動

を
と
も
に
し
、
言
語
や
習
慣
な

ど
の
国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
る

た
め
に
「
ヨ
ロ
ン
島
」
に
行
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

と
　
き
　
３
月
　
日
鰹日 
～
４
月

２６

１
日
鰹土 
（
６
泊
７
日
）

と
こ
ろ
　
鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

対
　
象
　
小
学
２
年
生
～
６
年
生

主
な
活
動
内
容

　
ハ
ー
レ
ー
船
大
会
、
い
か
だ

作
り
と
い
か
だ
こ
ぎ
、
サ
ト
ウ

キ
ビ
し
ぼ
り
体
験
、
洞
窟
探
検
、

海
水
浴
、
野
宿
体
験
な
ど

参
加
費
　
１
８
７
０
０
０
円

補
　
助
　
市
の
国
際
交
流
事
業

補
助
金
制
度
の
対
象
に
な
り
ま

す
。
対
象
は
小
学
４
年
生
以
上

で
、
参
加
費
と
旭
川
空
港
ま
で

　家族経営協定とは、経営主をはじめ配偶者、

後継者、その妻など農業に従事する家族全員が、

経営に参画できる魅力的な農業経営をめざし、

経営方針や役割分担などを家族で話し合い取り

決めるものです。　　

　市内では、平成２８年１２月末までに２１５組、市内

農家の約３割が締結しています。農業に従事す

る家族にとって魅力的でやりがいのある農業経

営を確立するため、家族経営協定を締結しま

しょう。

　締結しようとする方のために、農業委員や関

係機関で富良野市家族経営協定推進協議会を組

織し、みなさんからの相談を受け付けています

ので、気軽に問い合わせください。

　また、すでに協定を締結されている方は、毎年、

協定書の内容を確認し、実態に即して項目を修

正したり、新たな取り決めを追加したり、協定

を見直しましょう。

家族経営協定を結びましょう！

加入農家

21５組
（１２月１日現在）

市内農家の
約３割が加入

農業者の

みなさんへ

鰹問 富良野市家族経営協定推進協議会
●農業委員（各地区の推進委員）

●JAふらの富良野支所営農課　　拶２３‐１８１９

●JAふらの山部支所営農課　　　拶４２‐２２１１

●JAふらの東山支所営農課　　　拶２７‐２２１３

●上川農業改良普及センター　 　拶２３‐２１７５　

●農業委員会事務局　　　　　 　拶３９‐２３２３　

●農林課農業振興係　　　　　 　拶３９‐２３０９
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の
交
通
費
を
合
わ
せ
た
額
の
　５０

％
以
内
を
助
成
し
ま
す
。

申
込
み
　
２
月
　
日
鰹金 
ま
で
に

１０

市
民
協
働
課
に
あ
る
申
込
書
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
　
募
集
締
切
後
に
、
国

際
交
流
審
査
委
員
会
で
、
補
助

の
可
否
と
金
額
を
決
定
し
ま
す
。

鰹問 
市
民
協
働
課

拶
３
９
‐
２
３
１
１

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

放
課
後
児
童
支
援
員

（
児
童
厚
生
員
）
募
集

応
募
資
格
　
市
内
に
居
住
ま
た

は
採
用
後
居
住
で
き
る
方
で
、

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方

虚
保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
方

許
社
会
福
祉
士
の
資
格
を
有
す

る
方

距
幼
稚
園
・
小
・
中
・
高
等
学

校
の
教
諭
の
資
格
を
有
す
る
方

鋸
大
学
に
お
い
て
、
社
会
福
祉

学
、
心
理
学
、
教
育
学
、
社
会

学
、
芸
術
学
、
体
育
学
を
専
修

す
る
学
科
、
ま
た
は
こ
れ
ら
に

相
当
す
る
課
程
を
修
め
て
卒
業

し
た
方

漁
高
等
学
校
卒
業
者
で
２
年
以

上
児
童
福
祉
事
業
あ
る
い
は
、

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
に

類
似
す
る
事
業
に
従
事
し
た
方

募
集
人
員
　
若
干
名

採
用
期
間
　

平
成
　
年
２
月
１
日
～
平
成
　

２９

２９

年
３
月
　
日
ま
で
（
再
度
の
任
用

３１

制
度
あ
り
）

勤
務
時
間
　

【
月
～
金
曜
日
】
午
後
１
時
～
６

時
【
土
曜
日
・
学
校
休
校
日

（
日
曜
・
祝
祭
日
は
除
く
）】
午

前
８
時
　
分
～
午
後
６
時
の
間

３０

で
週
　
時
間

２９

勤
務
場
所
　

市
内
児
童
館
・
児
童
セ
ン
タ
ー

勤
務
内
容
　
児
童
の
健
康
増
進

や
情
操
を
豊
か
に
し
、
健
全
な

遊
び
の
指
導
及
び
学
童
児
の
保

育
・
指
導
な
ど

賃
　
金
　
月
額
１
１
０
１
０
０
円

労
働
条
件
　
有
給
休
暇
制
度
あ

り
。
社
会
保
険
・
雇
用
保
険
・

厚
生
年
金
加
入

応
募
方
法
　
社
会
教
育
課
に
あ

る
申
込
票
に
よ
り
、
１
月
　
日
２０

鰹金 
ま
で
に
提
出
ま
た
は
郵
送

（
必
着
）
し
て
く
だ
さ
い
。

選
考
方
法
　
書
類
審
査
、
面
接

試
験
（
日
程
は
別
途
連
絡
し
ま

す
）

鰹問 
社
会
教
育
課
　

拶
３
９
‐
２
３
１
８

原案（全文）の公表場所
◆行政情報コーナー（市役所１階市民ロビー）
◆担当課窓口（学校教育課）◆山部・東山支所窓口
◆文化会館ロビー◆図書館ロビー◆市ホームページ

意見を提出できる方
虚市内に住んでいる方　
許市内で働いている方、学んでいる方
距市内に事業所がある法人やその他の団体

意見の提出方法
虚封書・ファックス・メールなど書面（様式は自
　由）、録音テープでお寄せください
許担当課窓口に直接提出（郵送可）
距意見を提出するときは、住所・氏名などを記入
　してください。公表はしませんが、記入がない
　場合には回答できない場合もあります。

意見提出先／問合せ
教育委員会学校教育課 
〒０７６‐００３２ 富良野市若松町５番１０号 
志３９‐２３２０　思２３‐３５２８
死kyoiku-ka@city.furano.hokkaido.jp 

原案を作成した理由及び概要

　子どもたちを取り巻く環境や学校が抱える課
題は複雑化・困難化しており、教育改革、地方
創生などの動向からも、学校と地域の連携・協
働の重要性が指摘されています。
　学校と地域がパートナーとして連携・協働す
るために学校は「地域に開かれた学校」から一
歩踏み出し、地域でどのような子どもたちを育
てるのか、何を実現していくのかという目標や
ビジョンを地域住民・保護者と共有し、地域と
一体となって子どもたちを育む「地域とともに
ある学校」へと転換していく必要があります。
　このような状況から、学校と地域住民・保護
者が力を合わせて学校の運営に取り組むことが
可能となる学校運営協議会制度（コミュニティ・
スクール）の実施に向け、規則を制定するもの
です。

※くわしくは右記の公表場所で確認ください。

意見募集期間  １月１６日(月)まで

富良野市学校運営協議会設置規則の制定について

みなさんのご 意見 をお 寄せ くだ さい
コ メパ ブ

◆上下水道事業の経営戦略策定について　　　　　　　　　　　鰹問 上下水道課　拶３９‐２３１７

◆富良野市道路占用料徴収条例の一部改正について　　　　　　鰹問 都市施設課　拶３９‐２３１３

意見募集期間　１月１２日鰹木 ～１月３１日鰹火 　※詳細は1月１２日発行の広報ふらのお知らせ版に掲載します。

予予
  告告



広報ふらのは再生紙を使用しています

ままちちのの知知っっ得得情情報報満満載載！！

■行政情報番組「ラジオ広報ふらの」
　毎週　月曜日～金曜日　午後５時３０分～５時３５分放送

市市政政をを分分かかりりややすすくく解解説説！！

■まちづくり情報番組「元気ハツラツ！まちづくり」
　１月７日鰹土 　午前１０時～１０時４５分放送今月のラジオ広報

広報ふらの  平成２９年１月号  №６６４

■発行/富良野市（〒076-8555 富良野市弥生町1番1号）　■編集/総務部企画振興課広聴広報係　雑 ３９-２３０４　鯖 ２３-２１２１

■ウェブ http://www.city.furano.hokkaido.jp/　　　　　■次号/お知らせ版１月号は１月１２日発行・広報ふらの２月号は２月１日発行

災害時にも対応

災害時には、市とラ

ジオふらのとの協

定により災害情報

が流されます。

重
ね
来
し
齢
に
子
よ
り
屠
蘇
の
盃

　
東
　
　
弘
子

年
賀
状
干
支
め
ぐ
り
来
る
速
さ
か
な

篠
田
　
　
瞳

歳
の
市
お
ま
け
に
も
ら
ふ
招
き
猫

　
　
　
　
　
長
畑
　
靜
香

二
人
居
の
日
々
の
感
謝
や
初
明
り

　
　
　
　
　
保
田
　
貞
子

夫
作
る
雑
煮
の
湯
気
に
朝
明
け
る

青
田
　
博
子

終
活
を
語
ら
う
齢
初
日
記

武
部
　
洋
子

富
有
柿
君
ち
ゃ
ん
よ
り
来
し
子
規
の
句
を

し
ば
し
偲
び
て
秋
深
み
ゆ
く
　
　
　
三
上
　
和
子

さ
る
年
は
息
子
家
族
に
支
え
ら
れ
　
　
　
　
　
　

受
難
の
時
を
乗
り
越
え
き
し
や
　
　
鎌
田
　
敬
子

こ
の
年
も
「
文
化
の
日
」
来
ぬ
わ
れ
な
り
に

つ
た
な
き
趣
味
を
お
目
に
掛
け
む
と
　
富
永
　
ス
ミ

敬
老
の
日
我
が
 市
長
  言
祝
 の
弁

ま
ち
の
お
さ
 こ
と
ほ
ぎ

米
寿
の
吾
に
腕
と
り
て
賀
を
　
　
　
朽
木
　
北
峰

老
夫
婦
初
雪
降
り
て
置
炬
燵

気
も
ゆ
る
み
て
居
眠
り
三
昧
　
　
　
山
本
　
克
己

▼本気の子どもほど、おそろしいものはない…。北都プロ
レスinやまべで、子どもvsレスラーの試合が組まれ、子ど
もたちはレスラーを倒そうと本気で拳を振り下ろしました。
さすがのレスラーからは「ウッ」と声が漏れ会場は大爆笑。
でも、あれは演技ではなく、思わず漏れた声でしょう…。
子どもたちにとっては、良いストレス解消になると思いま
すので、機会があったら観戦してみてください！（む）

愛しのペットが結ぶ「癒しのワ」。
いや

次はあなたのところへ

◆
愛
犬
家
も
大
迷
惑
！
ペ
ッ
ト
の
フ
ン
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
◆

ロッキー（５歳・左）クッキー（３歳・右）

谷口さん家のアイドル

穎

＝今月のリレーは＝

丸山 隆さんから ▼ 谷口 亜弓さんへ

＝来月は＝

谷口 亜弓 さんから　 ▼ 神田 真守美 さんへ

　家の中でロープの引っ

張り合いをしながら、兄

と妹のように仲良く遊ん

でいるロッキーとクッ

キー。片方が大人しい時、

もう片方は騒いだりと、

性格は真逆だけど、毎日

仲良く過ごしてま～す。

▼２０１６年を振り返ると、いろいろなことを経験す
る１年だったような気がします。台風による災害
をはじめ、プライベートでは霞ヶ関の国土交通省
に足を運ぶなど、個人的には毎月が師走のような
状態で、あっという間に時間が過ぎていったなあ
と感じています。みなさんにとって、２０１６年はど
んな年だったのでしょうか？（ほ）


